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村上恭通教授らの10数年にわたるプロジェクトが明らかにした人口鉄のユーラシア大陸東遷の道。 

毎年開かれるその成果報告シンポを聴講させていただいたな鉄の歴史・たたらの源流ならびに各地で 

繰り広げ社会変革の数々等の貴重な聴講記録をまとめて手元に残しておきたくて、私蔵版の聴講記録 

集成「「たたらの源流 鉄の起源 & ユーラシア大陸東遷の道」探究Eurasia Iron Road  2020.4.1.」 

にまとめることかできました。 

また、2020年コロナ禍の中の一年。製鉄遺跡探訪はままならずでしたが、和鉄の道のテーマの一つ 

日本の心の故郷「他人を思う心」がコロナ禍乗り切りの共感・新しい時代の原動力として、取り出さ 

れ始めたことも大きなトピックスと。 
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       2020年 和鉄の道を振り返って             

      2020年 和鉄の道 Iron Roadトピックス 2021.1.5. Mutsu Nakanishi 

           2020年和鉄の道  掲載記事 9件 

1. 「鉄の起源・鉄の伝播探求≪ ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道Metal Road >」 

私のライフワーク ≪和鉄の道・たたら探訪≫ 「鉄」をキーワードにCountry Walk  

その中心 Itemの一つが鉄の起源と日本のたたら製鉄の源流 鉄の日本への伝播経路の解明 

「鉄の起源・ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東遷の道」探求 2009～2019 

愛媛大学東アジア古代文化研究センターが村上恭通センタ-長を中心として、2007年以来10数年推進してきたユー

ラシア大陸諸国との共同連携プロジェクト。毎年その成果報告会が国際シンポジュウムとして開催されると知って、毎

年聴講させていただき、報告される新しい成果に胸わくわくで聴講記録を取らせていただきました。 

この毎年の聴講記録を一冊に集成し、系統的に読み出せる記録として、私蔵版の電子Book化させていただきました。 

「鉄の起源・鉄の伝播探求≪ ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道Metal Road >」 

  人口鉄の起源聴講記録       2007～2019 7件 ＋ 関連和鉄の道掲載記事2件の合計9件 

  ユーラシア大陸の東西を結ぶ 

金属器&鉄文化東遷の道聴講記録   

 

長年にわたる関係各国共同の現地発掘調査等に基ずく遺構・遺物の積み重ねによる数々の多くの発見と知見 

すでに、その都度和鉄の道・Iron Roadに掲載してきましたが、聴講記録を一冊にまとめることができ、 

すべての成果を系統的に読み出せるようにできました。うれしい一区切りに。 

村上先生ほか聴講記録を取らせていただきましたプロジェクトメンバーの皆様には本当に感謝です。 

また、本年4月NHKBS「 アイアンロード～知られざる文明の道～」(前・後編)として、本プロジェクトの成果を 

中心とした番組が美しい映像放映されました。併せて、私にとってはうれしい私蔵記録となりました。 

また、ユーラシア大陸鉄文化東遷の道となったステップ地帯の草原の道の個々で新しい鉄のイノベーションを生み出 

し、新しい鉄文化をその地に根付かせつつ伝播していったことも特筆される。 

特にモンゴルと前漢との激突の中で、それぞれが鉄の大量生産と強靭化両立の新しいイノベーション。 

それが新しい社会を切り開き、現在の製鉄のベースにあることも特筆すべき発見。そして、日本に伝来した鉄も同じ 

く、「人とモノが行き交う交易ネットワーク」を作りだし、弥生の新時代を生み出した。 

2007～2019 13件 ＋ 関連和鉄の道掲載記事4件の合計17件 
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2.「弥生時代は500年さかのぼれる」ことがもたらした衝撃の新弥生時代の時代感 

  弥生時代水田稲作の始まりはBC9世紀 北部九州で鉄器のない水田稲作からBC4世紀鉄器による水田稲作へ 

   <新>弥生時代時代感の変更 弥生時代は｢イネと鉄｣ の文化から｢イネと石｣の文化への転換 

 

コロナ禍の中で、人類が幾多の困難を克服し、乗越えてきた原動力は「他人を思う心・ヒューマン」 

そして、「日本人の心の故郷 縄文 心優しき縄文人」「鉄とともに水田稲作の弥生時代・弥生時代は戦の時代」 

とのフレーズ。でも「大阪湾沿岸では弥生人縄 

文人が共生して水田稲作を広げていった」との 

和鉄の道の記事も掲載しました。そして「弥生 

時代は少なくとも500年遡れる」ことが発表 

されてもう10数年。新しい時代感が言われる 

一方、「弥生は鉄と水田稲作そして戦の時代」の 

弥生の時代感が根強く残っている。 

コロナ禍の中 心優しき縄文人 日本の縄文を 

世界遺産に!! と言ってきたこともあって「弥生 

の戦」がずっと引っかかて来た。 

「日本の心の故郷 心優しき縄文」から「日本 

の心の故郷 心優しき日本人」と言いたい。 

弥生遺跡の話が出るといつも「縄文と弥生の共生」が気になった。 

2020年西神戸の弥生の大集落田中遺跡から縄文の顔をした弥生の土偶が出土。また、弥生人と縄文人が共生して 

いたと知られる口酒井遺跡ほか猪名川河口の弥生の集落遺跡群の人骨・墓からみた縄文・弥生人の共生を調べた展 

示が田能遺跡で開催。 

引っかかっていた新弥生時代の時代感 もう一度しっかり確認して古い弥生の時代感を払拭したいと。そんな思いを込め 

藤尾慎一郎氏著 「<新>弥生時代 -500年早かった水田稲作-」を教科書に新弥生時代の年代と時代感の整理。 

併せて、縄文の顔をした弥生の土偶が出土した弥生の大集落田中遺跡と弥生人と縄文人が共生していたと知られる 

口酒井遺跡ほか猪名川河口の弥生の集落遺跡群walkの記事掲載。 

縄文人も弥生人もみんな心優しき日本人 日本の心の故郷だと。 

またこのコロナ禍の中で お互い共生の中で8000年もの長い永続社会を作った日本の縄文のユネスコ世界遺産 

登録になることを願っています。  

 



2020年 和鉄の道・Iron Road  掲載リスト   

2020 年 和鉄の道 Iron Road【20】の口 絵                 20iron00.pdf 

 

◎ 2020年 和鉄の道・Iron Road を振り返って   2020bookallironroadtopics.pdf 

◎ 和鉄の道・Iron Road 2020   掲載記事トピックス    bookiron2020outline.pdf 

 



2020和鉄の道・Iron Road :掲載記事 スライド動画 インタ-ネットリンク表 

   

           

 

 

掲載記事のスライド動画のインターネットリンク集です 

 

 1. 縄文人と弥生人が共生の痕跡が出土した弥生の大集落遺跡                

 神戸市西区玉津田中遺跡の発掘現場 171号地点を訪ねる   2020.2.1.  

https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/2002tamatsutanaka.mp4 

 2. Eurasia Iron Road  Outlineスライド動画                                       

「鉄の起源・ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東遷の道」探求 2009～2019  

        1. ベールを脱いだユーラシア大陸中央の草原を東西を結ぶ古代の鉄 東遷の道 

            ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road Review2015 記録 2016. 1 .7.より 

           愛媛大古代鉄研究所「鉄の起源・伝播ユーラシア大陸各国研究連携ロジェクト」概要記録 

               https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01.mp4 

2. 人工鉄のユーラシア大陸東遷の道の発見 2013. 

「シルクロード以前にユーラシア大陸の中央の草原地帯を東西に結ぶ鉄の道」 

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/13iron13.mp4 

   3.  視聴記録&画像NHK アイアンロード～知られざる文明の道～  

後編「激闘の東アジア そして鉄は日本へ」 私蔵版 視聴記録 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/2007NHKEurasiaironroad00.htm 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/2007NHKEurasiaironroad.mp4 

   4. 鉄の花 中国・漢の炒鋼炉復元操業再録 2020.7.20. 

  https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0207syokouro.mp4 

5. 弥生時代の鉄と稲作 & 弥生時代の時代感 整理メモ 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0209newyayoi.mp4 

6. 天空に浮かぶ竹田城再訪 但馬実りの秋の田園風景 2020.9.4.  

   天空に浮かぶ竹田城 & 但馬の王墓 茶すり山古墳 

      https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0209asagotakeda.mp4 

7. コロナ禍の中で 「他人を思いやる心」 

     日本人のふるさと 縄文  縄文の心を映すストーンサークルを訪ねる 

      https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonnewS.mp4 

     

8.. コロナ禍の中で 久しぶりに猪名川・藻川walk  2020.11.15.  

     https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0211tanowalk.mp4 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/2002tamatsutanaka.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/13iron13.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/2007NHKEurasiaironroad00.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/2007NHKEurasiaironroad.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0207syokouro.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0209newyayoi.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0209asagotakeda.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonnewS.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0211tanowalk.mp4


2020年 和鉄の道・Iron Road  個別記事 掲載リスト 20iron01-20iron09  

            https://www.infokkkna.com/ironroad/iron20list.htm  

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/iron20list.htm


 



 

 

2020年 和鉄の道・Iron Road 口絵 

 

 

口絵-1 「弥生時代は500年さかのぼれる」ことがもたらした衝撃の新弥生時代の時代感 

   弥生時代水田稲作の始まりはBC9世紀 北部九州で鉄器のない水田稲作からBC4世紀鉄器による水田稲作へ 

   .<新>弥生時代時代感の変更 弥生時代は｢イネと鉄｣ の文化から｢イネと石｣の文化への転換 
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口絵-2 大阪湾沿岸の縄文人と弥生人が共生していた弥生の大集落 

「縄文は平和 弥生は戦さ」の時代認識は過去のもの 心優しき日本人の気質は今にまで受け継がれている 

    

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

水田稲作の始まり 縄文人と弥生人が共生していた大阪湾猪名川河口弥生の集落群 口酒井・田能・勝部遺跡ほか 

弥生の村から縄文顔の土偶出土 神戸市西区 玉津田中遺跡の発掘現場 171号地点を訪ねる 

弥生時代の水田稲作は縄文人と弥生人が共生して広がっていった。弥生時代の研究が進み、弥生の時代感が大きく 

変更された現代では、縄文人と弥生人の共生が広く取り上げられるようになった。 

また、日本人は遺伝子的にも縄文・弥生人両方の遺伝子を有していることが明らかになっている。 

 

口絵-3 「鉄の起源・ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東遷の道 アイアンロード」の発見 

「鉄の起源・ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東遷の道」探求 2009～2019より  

たたら製鉄の源流 日本に製鉄技術を伝えたユーラシア大陸草原の道 

 

    ◎ たたら製鉄の源流 塊錬鉄法の製鉄技術がユーラシア大陸の草原ステップ地帯を東遷して、中国・日本にまで 

伝播する様子が製鉄遺跡の遺構・遺物で草原の道として明らかになった。 

砂漠地帯のオアシスをつなぐシルクロードも考えられるが、人・物・製鉄炉・操業が連続的につながらねば 

技術伝播がつながらぬことを考えるとむつかしく、通商路と伝播路の違いがあると考えられる。 

   ◎ これらの調査の中でユーラシア大陸中央草原の支配者 遊牧の民 匈奴の功績は大きく、略奪国家と見られた 

モンゴル帝国は製鉄技術を有し、大量の強靭な鋼製武器を有する鉄の大帝国。 

遊牧の民モンゴルが中国「前漢」と対峙する大帝国との姿も明らかになった。 

 



 口絵-4 匈奴と対峙した漢の鉄のイノベーション 

 大量の脆い鋳銑鉄を強靭な鋼にする炒鋼炉・炒鋼法の発明 

     現代の製銑‣製鋼の関節製鉄法の源流  

  

        

一番知りたかった炒鋼炉とその復元操業の実態 銑鉄中の炭素が燃えて火花が降り注ぐ感動しました  

 

 



口絵-5 NHK アイアンロード～知られざる文明の道～後編「激闘の東アジア そして鉄は日本へ」映像資料より  

   

  

 

               



NHK特集「アイアンロード」について           2020.1.15. 

                            Mutsu Nakanishi 

1月12日夜9時から放送された「アイアンロード 古代鉄の道」について、感想とともに 

「もう一つ製鉄法や製鉄技術についてはよくわからなかった」とのメールを何通かいただきました。 

毎年 和鉄の道・Iron Roadで紹介してきた愛媛大古代鉄研究所 村上恭通教授らのユーラシア大陸

各国研究連携ロジェクト「鉄の起源・伝播 -ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road- 」

の研究成果に基づく特集。 嬉しい番組でした。 

でも 私も番組見ていて 「アイアンロードをたどって東遷した製鉄法の流れ」が解説されていないな

ぁ・・・・と。 

もっとも これをきっちり説明するとなると「アイアンロードを文明伝播の道」として捉えるNHK特

集の本質が消えてしまう。一般人並びに研究者・考古学者そして 鉄のエンジニアでさえ、理解してい

るようで理解されていないのが製鉄法・製鉄技術である。 

今回は深く製鉄技術伝播に関連する製鉄炉など操業遺構や出土鉄遺物の解析に踏み込まれていなかた

ので、技術屋はみんなそんな感じを持つのだろう。 

製鉄所では 鉄の製造部門として 製銑・製鋼部門としてきっちり区別されている技術体系が開設され

ていないなぁと。 

文明・文化伝播を物の交流の視点で捉えるのと技術の視点で捉えるのとでは大違い。技術の伝播は物と

人との両方が同時に動いていることで論じねばならない。 技術の移転には実際の操業を通して「みた

り きいたり ためしたり」が不可欠。模倣はできても移転できない。製鉄技術などその最たるもの。 

技術の稚拙で人やものの動きを研究する世界もある。聞きかじりではどうにもならぬ世界です。 

感じた中から、わたしの知識にあること補足しました。 

1.「鉄」には鉄の中に含まれる炭素量に応じて全く異なる性質を持つ3つの「鉄」がある 

鉄鋼・製鉄を学んだ人は 

「製鉄法なんて 昔も今も大きな反応塔（高炉や製鉄炉）の中に鉄鉱石と炭を交互に幾重にも重ね、 

下から大量の空気を吹き込んで高温にすれば 勝手に反応して、底に「鉄」ができるんや 簡単や」 

などとすぐいう。でも、嘘ではないのですが、これが曲者。 

一概に「鉄」といっても 鉄には鉄中に含まれる炭素含有量に応じて、性質が大きく異る 

3種の「鉄」に区分される。この3種では使い方が全く異なり、相互流用ができないのである。 

◎ 炭素を含まぬ純鉄 

◎ 約2%以下の炭素を含む強靭な鋼 そして 

◎ 2%以上の炭素を含み脆いが比較的低い温度で溶けて鉄鋳物を作るのに適している鋳銑鉄 

前記のごとく「鉄なんて 簡単に作れる」というが・・・・いったい高炉・製鉄炉の中でどんな「鉄」

を作るというのだろうか・・・・いつも同じものが安定して作れるのか・・・・  

また、高温にすれば・・・というが いったいどれほどの温度がいるのか・・ 

それも簡単に作れるのか  そして 積み重ねた炭の役割は・・・   

ただ温度さえ高温にしても 鉄鉱石から鉄ができるはずがない。 

そして、人工鉄の始まりから人が追い求めてきた「鉄」は 強靭な「鋼」である。 

2. 製鉄法・製鉄技術 すなわち鉄鉱石から「鉄」を取り出す技術  

製鉄原料である鉄鉱石や砂鉄とは鉱物の中に酸化した状態で鉄分が含まれている。 

高炉や製鉄炉の中での反応とは 

人工鉄を取り出すにはまず、鉄分を含む鉱物部と岩石を分離させ、さらに鉄鉱石の中にある酸化してい

る鉄分から酸素を取り除いて（いわゆる還元）して、「鉄」のみにして、「鉄」を取り出す。 

筒型の高炉・製鉄炉に鉄鉱石や副原料の炭を補給しつつ、空気を送り込みつつ、燃料の炭を燃やし、 

長時間に渡り内部の温度・ガス分布を維持して、鉄鉱石に含まれる鉄分を還元して鉄を作る 
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すなわち、高炉・製鉄炉の中で 鉱石の中で複雑に絡み合っている岩石部を溶融排除しつつ、酸化して

いる鉄部分を還元して、「鉄」だけを集積させて取り出すのが、高炉・製鉄炉の役割。 

3.高炉や製鉄炉の中で 岩石部の分離（スラグ分離）と鉄部の還元反応が同時進行する操業 

 

◎ 岩石部を分離 

鉱石を分離するのは鉄の溶融温度と岩石の溶融温度の差を使って、温度を上げて、岩石部を溶融さ 

せ、スラグとして炉外へ排出し、溶けていない「鉄」を残す。 

鉄鉱石全体を溶かせる高温にするとスラグと溶融している鉄との2層に分離する。 

（ただし 酸化した鉄分が鉄に還元されていない部分はそれも先に溶融していて スラグの中にはいる） 

 

◎ 高炉や製鉄炉の中での鉄部の還元反応を担う炭の役割 

高炉や製鉄炉の中の空間で炭が燃えるとともに蒸し焼き状態になると高温の炉内で 

大量の炭酸ガスと一酸化炭素ガスが発生し、その炭酸ガスが鉱石表面の酸化鉄から酸素を奪い取り、 

順次酸化鉄を還元して鉄にしてゆく。 

この酸化・還元反応の反応性は炉内の温度と炭酸ガス/一酸化炭素ガスの分圧によって大きく異なる。 

一方 還元されフレッシュとなった鉄の周りには大量の炭素もあり、それが順次鉄の中に入る。（浸炭） 

従って、高炉や製鉄炉の温度分布や温度が安定に制御され、長時間維持されないと鉄を取り出すことが 

できない。また高温になればなるほど鉄の中へ入り込む炭素量も多くなる。 

反応速度論から言えば温度を高くすればするほど反応速度はあがるのですが、 

スラグの発生は多く、反応の制御が難しい。また、温度に応じてできる鉄の質も大きく変化する。 

高炉も製鉄炉も 簡単に言えば、内部に安定して高温に保持する部分（反応帯）を形成するとともに、 

炭を安定して蒸し焼きにして、炉内雰囲気を還元雰囲気に安定に保つ。 

簡単な筒型構造ですが、上記の温度・雰囲気・反応帯の維持は実に難しい。観る 聞く 試すで大違い。  

一口に言えば、現代の高炉も初めて人工鉄を作り出したヒツタイトの製鉄炉も 日本のたたら炉もすべ

てこの同じ戦いであり、製鉄炉の進歩が人工鉄を安定して作り、かつ鉄の生産量増加をもたらした。 

 

 1. 塊錬鉄法 直接製鉄法 

 1100℃カラ1200℃程度の比較的低温で安定した温度を維持すると、鉄鉱石の岩石部が溶融除去さ

れ、個体還元された海綿鉄状の小さな鉄の塊が炉の底部に形成されるので、これを取り出し、鍛錬し

て、不純物を叩きだし、小さな鋼塊が作られる。 

 温度が比較的低いため、浸炭はさほど進まず、作られた鉄塊は軟鉄や強靭な鋼が作り出せる。 

 また、ワンプロセスで直接強靭な鋼を作り出せることから、直接製鉄法と言われる。 

 

 2. 高温溶融法 間接製鉄法 

 高温で操業し、還元された鉄は浸炭して、融点の低い炭素量の多い銑鉄となって溶融し、炉底に貯ま

る。（スラグも銑鉄も溶融するが、混じり合わず、二層になって上部にスラグ 下部に銑鉄）  

出銑口を開けて、炉底に溜まった溶融銑鉄を炉から取り出し、銑鉄素材として固めたり、高炉では溶

融銑鉄をそのまま、次の脱炭工程（製鋼）に持ってゆく。 

 その後、再溶融や再加熱脱炭の二次処理をして、炭素を減じ、強靭な鋼や軟鉄などにする。  

このように、高温溶融法では 二次処理が必要なため、間接製鉄法と呼ばれる。 

後年 中国などで送風技術の進歩により、高温安定保持が可能となり、大規模製鉄炉による大量生産

が始まり、そのご製鉄技術の主力は塊錬鉄法からこの溶融法の製鉄技術に変わってゆく。 

現代の高炉操業も基本はこの流れの中にある。 

一方 たたら製鉄は塊錬鉄法で誕生して改良が重ねられ、江戸期には高温溶融法との両面を併せ持つ

が、玉鋼など鋼を産する製鉄炉はたたら製鉄誕生以来 連綿と現代まで、塊錬鉄法で操業されている。 



◎ 製鉄炉・高炉の風量制御が左右する製鉄操業  

フイゴの発明と進化が大量生産を可能にし、大きく時代を変えてゆく。 

高炉・製鉄炉を安定して高温を得る方法は燃料の質 火力と風量である。火力を上げるのに炭から石が

使われるのはずっと後で、特に日本では洋式高炉の時代になってからである。 

また、大型炉で 安定した高温度域を広げようとすれば、それだけ風量を大きく風の供給量をあげねば 

ならぬ。従ってフイゴが発明されるまでの自然送風の時代には 厳しい風が吹く時期に しかも谷や尾

根筋を吹きぬける風を利用することが重要で、また、大量の炭の原料 薪の確保もあって、おのずか

ら、山際や山の尾根・谷筋での操業が立地となっていた。 

フイゴの発明と大量送風システムが確立されると大型炉が作られ、生産量が一変する。 

一方 鉄鉱石資源の少ない日本では鉄原料として微細粒の砂鉄に頼らねばならず、 

大量の風量・風速増加は砂鉄原料を巻き上げてしまうことになり、安定操業が行えなかった。 

日本で長方形状の箱型炉によるたたら製鉄が後世までずっと維持された所以がここにある。 

製鉄の副原料 炭の使用量は周辺の山を丸裸にするすごい量を必要とする。炭が得られなくなると場所

を移らねばならないのである。 

製鉄原料の鉄鉱石とともに強い風が吹く立地 そして炭が豊富に得られる立地が製鉄操業立地に不可

欠だった。 西アジアで生まれた人工鉄がユーラシア大陸を東遷して道筋は これらの条件が満たされ

ねばならず、砂漠地帯をオアシスを縫って続くシルクロードの北側、草原の道と呼ばれるコーカサス山

脈の山際を縫う。 これが鉄の道「アイアンロード」である。 

通商路・交易路の立地とは おのずから異なるのである。 

◎ 質の異なる鉄を吹き分ける  ヒッタイトが人工鉄を作り出した時代とユーラシア大陸東遷 

人工鉄が生まれたヒッタイトの時代にはまだ、安定した高温度を長時間維持することができず、小野津

から、塊錬鉄法による製鉄技術で、人工鉄の製造が始まった。見つかる鋼塊も鉄スラグも小さなもので

あった。 

ヒッタイト時代の製鉄炉そのものについて見たことはないが、粘土板に記述された記録や出土している

鉄滓や鋼塊・焼土面そして次の時代に周辺から出土した製鉄炉などから塊錬鉄法と見られる。 

それが、その後も踏襲されつつ 技術が更に磨かれ、ユーラシア大陸を西から東へ東遷する。  

各地で出土する製鉄遺跡並びに製鉄炉遺構と出土する鉄滓や製鉄関連遺物物を照らし合わせることで、

製鉄技術伝播の様相が見え、ユーラシア大陸を東遷するアイアンロードが見えてくる。 

 



◎ 中国へ伝播した製鉄技術 漢代に溶融銑鉄を強靭な鋼に変える.沙鋼法の発明 

漢の時代 中国は大型羽口・フイゴによる高温溶融法で大量量産する技術を確立し、広く鉄器文化が花

開いていった。しかし 大量の鉄製武器を持ちながらも、脆い鉄製。匈奴の強靭な鋼製の武器にことご

とく打ち破られてきた。しかし、その後漢は脆い鋳物銑鉄を強靭な鋼に変える沙鋼法を編み出し、対抗

することができるようになる。脆い鋳銑鉄を強靭な鋼を作る二次精錬の誕生沙鋼法の発明である。 

高温にした簡単な沙鋼炉に銑鉄素材を置き、大量の酸素を吹き込むことにより、 

鋳鉄素材を脱炭して強靭化する。 間接法の源流である。 

この間接法は中国全体に広がり、朝鮮半島へと広がってゆく。 

中国は強靭な鋼製の大型武器・大型農工具の開発でその後、ますます国土を豊かにし、巨大化する。 

そして、この中国の製鉄技術が周辺に伝播し、朝鮮半島にも到達し、東アジアの主力の製鉄技術となる。 

◎ ユーラシア大陸を東遷したアイアンロードと日本のたたら製鉄との関係 

日本でたたら製鉄が誕生した5世紀後半 朝鮮半島・中国など大陸周辺諸国は大型炉高温操業による溶

融法が主力で、塊錬鉄法はほとんどどこにも残っていない。  

わずかに4世紀 朝鮮半島の石帳里遺跡などに補助的製鉄法として残っているのみであった。 

この僅かな痕跡が日本に伝播したのか? もしくはユーラシア大陸の北の草原地帯を東遷する「アイアン

ロード」が中国を迂回して、ほそぼそと北側から日本へ渡ったのか? 

現状まだはっきりした道はわからない。北朝鮮の最近の情報が皆目ないのでよくわからないのである。 

何れにせよ「アイアンロード」をたどってきた塊錬鉄法が日本に伝播し、製鉄原料として砂鉄原料に出

会い、日本の製鉄法の主力製鉄法として育っていった。 

微粒の砂鉄原料では大型風力では原料が巻き上げられ、反応帯を維持できないことでの対応ともいえる。 

日本独自の製鉄法と言われるゆえんである。 

 



ご参考に 【和鉄の道 たたら製鉄 概要 pdf file】 

     https://www.asahi-net.or.jp/~zp4m-nkns/index.htm より 

2. 製鉄法概説 たたら製鉄 日本の独自製鉄法 抜粋 

https://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/tatara02.pdf  

  

  

 

https://www.asahi-net.or.jp/~zp4m-nkns/index.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/tatara02.pdf


4. 製鉄炉の構造について 

今回のNHK特集「アイアンロード」の市長で製鉄炉の技術が殆ど触れられておらず、製鉄技術がよく

わからなかったとの感想が多々ありました。 

すでに前記した如く塊錬鉄法で鉄を作る場合 できた鉄塊は製鉄炉の底に溜まるので、操業が終わるご

とに製鉄炉を壊して、できた鋼塊を取り出す。製鉄炉本体はばらばらに破壊されてしまう。 

一方 溶融法の製鉄炉は溶銑が製鉄炉の底から外へ排出されるので、製鉄炉が完全破壊する必要がなく

製鉄炉遺構が残っている。。 

製鉄遺跡では 製鉄炉があった床面が焼土となつて変色して見え、その周辺に炉壁や羽口など製鉄炉の

痕跡。鉄スラグや炭など副原料 細かく砕かれた鉄鉱石原料そして工具や一部鉄塊も散在。 

また、焼土面を掘ることで製鉄炉の底部の痕跡が見えてくる。 

これらをもとに製鉄炉 製鉄遺構を考えるとともに、最近は実験考古学と呼ばれる推定した製鉄炉を復

元して、実際に操業して実証することも行われている。 

 

5. 追加 書き残した重要なこと 

 

 

◎【塊錬鉄製鉄法の製鉄炉概略】 

古代通風炉による古代製鉄法復元実験について 1978「鉄と鋼」NO.3 p497より 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/tetsutohagane1955/64/3/64_3_497/_pdf 

製鉄炉の構造概略の図に 自然通風実験炉で寸法が入っている図を見つけましたので、それを使わせて

いただきました。この図では各部位概略を次ページに示します。。  

資料読み返していて、鉄の特性で書き残した重要な事がある。 

金属の中で 鉄のみが酸化して出来た鉄酸化物サビの融点が金属鉄より低い 

よく街の鉄工所などでガスを使って鉄板を切断する様子。溶けたスラグ（酸化物）の火花を 

撒き散らしながら、鉄板の切断（溶断）ができる。  

他の金属では酸化物の溶ける温度が地の金属よりも高いため、溶断ができないのである。 

 

古代の製鉄法て゛空気を送り込みながら温度を上げてゆくと、 

製鉄原料の表面の鉄部分が溶けて、この溶けたスラグ部分に原料の岩石部分や不純物が一緒に 

なって排出される。 

製鉄原料全体を高温で溶かさなくても不純物が流れ出し、排出され、金属部（鉄）のみが残る。。 

従って、鉄が溶ける高温にまで温度が上がらなくても、製鉄原料を積み重ね、昇温しながら空 

気を送るとこの過程で製鉄原料の不純物がスラグと一緒に流れ去り、残った鉄部分が相互に集 

まってきて、鉄塊ができる。  

古代製鉄で高温を保持出来ぬ時代に 鉄を取り出す、塊錬鉄法が生まれたゆえんである。 

しかし 取り出した鉄塊は隙間や不純物だらけ、なので、それを繰り返し鍛錬して、 

不純物を外に叩き出す塊錬鉄製鉄法の誕生です。 

 

この「鉄のみが酸化して出来た鉄酸化物サビの融点が金属鉄より低い」という性質は色いろな所 

で顔を出す重要な性質。  

この製鉄を最大限利用したのが、塊錬鉄製鉄法・日本の古代たたら製鉄法です。 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/tetsutohagane1955/64/3/64_3_497/_pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炉床面はほぼ直径300mm  炉の高さ 約1400mm 通風孔は径 60mm,円筒羽口を使用せず 

直接炉壁に開孔し,常用として1個を北側に予備用をその反対の南側におく. 

炉底地下に,防湿のため,木炭小塊層(下部)と木炭灰,焼粘土の混合層(上部)をつめた鉄箱を埋設 

炉壁温度計測から 1000℃以上になっている反応帯が約400mm程度確保されている 

ようだ。 

この反応帯が極めて重要で この過程を通過される間に原料鉱石に細かく分布している酸化鉄 

が順次還元され、鉄になって、更に下へ落ちてゆき、炉の底に大きな鉄塊となる。 

 

◎ 和鉄の道 【7】口絵 2007  by Mutsu Nakanishi より 

◎ たたら炉の 製作過程 古代のたたら炉の製作過程  

               ◎ 古代製鉄炉の変遷  たたら炉の大きさと構造の変遷  

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron00.pdf 

 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron00.pdf


 ◎ ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道「アイアンロード」で見つかった製鉄炉 

鉄の起源・鉄の伝播探求  Review 2015    2016.1.7. .  

ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road  

愛媛大古代鉄研究所「鉄の起源・伝播 ユーラシア大陸各国研究連携ロジェクト」報告会 

聴講記録まとめ 2015 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad2015photo.pdf 

 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad2015photo.pdf


 

BC3世紀～AD1世紀 モンゴルの遊牧の民「匈奴」が製鉄技術を持っていた 

第 6回国際シンポジュウム「鉄と匈奴 遊牧国家像のパラダイムシフト」概要抜粋 

≪匈奴の製鉄炉跡 ホスティング・ボラグ遺跡の発掘≫ 愛媛大 笹田朋孝氏ほか講演より 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo00.htm 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo01.htm#3.
https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo00.htm


 
◎参考 西から東へ 鉄の起源・鉄のユーラシア大陸東遷の道  

《聴講を中心とした愛媛大学東アジア古代鉄文化センター国際シンポジューム関連掲載記事リスト》 

 Iron Road ・和鉄の道:記事掲載by Mutsu NMakanishi2019..3.25. 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/iron15/1904tetsunokigenehime.pdf 

 

 

わたしの恩師 田村今男先生は 鉄鋼は柔軟にして しかも時に応じてその態をかえる 

カチンカチンノパリンパリンから ニュニュ～と 

それが なんともいえん ええとこや ! !  と 

  

ちょっとくどくなりました。 お許し下さい。 

   仲間のNHK特集「アイアンロード」メールに返事として          

      2020.1.15.  by Mutsu Nakanishi 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/iron15/1904tetsunokigenehime.pdf


  Iron Road ・和鉄の道: 記事掲載 by Mutsu NMakanishi    2019..3. 25.   

《 聴講を中心とした愛媛大学東アジア古代鉄文化センター国際シンポジューム関連掲載記事リスト 》 

  

「人工鉄・製鉄技術の起源 & 西ユーラシア大陸を結ぶ《Metal Road & Iron Road》を探る」 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019iron/19iron04.pdf 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019iron/19iron04.pdf


愛媛大学 東アジア古代鉄文化センターのシンポジューム聴講を中心に 

人工鉄・製鉄技術の起源を探る関連掲載記事リスト  2019.3月 

 和鉄の道・Iron   by Mutsu Nakanishi  

 

  1.  愛媛大学 東アジア古代鉄文化センター国際シンポジューム 2007.10.27 

「鉄の起源を求めて」資料  「中国西南地域から古代東アジアの歴史 たたらの源流を考える」   

ヒッタイト・ツタンカーメンの鉄そして四川をつなぐ西南シルクロードがたたらの源流???  

「中国西南地域の鉄から古代東アジアの歴史を探る 鉄の起源を求めて」に参加して 

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/8iron02.pdf 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0802road.htm 

 
 

2. 愛媛大学東アジア古代鉄文化センター 国際シンポジュウム 2008.12.15.     

｢鉄｣が巨大 帝国を作り上げ、大きな社会変革を成し遂げ た｣ そんな｢鉄・鉄技術｣とは何か?  

｢鉄 と帝国の歴史｣聴講概要  ヒッタイトの鉄がペールを脱ぎ始めた 

   
ヒッタイトの故地アナトリア半島の鉄の起源を探るタイムカプセル「カマン・カレホユック遺跡」 

10000年もの人の痕跡が整然と積 層して遺丘として残っている。  

このタイムカプセルの地層を一つ一つ 丹念にはがし、すでに人工鉄の起源はBC20世紀以前に遡れ、 

鉄の起源に迫ってゆけると聞いた。 

 https://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0812ehime00.htm 

  https://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/2008iron/8iron12.pdf 

 

3. 愛媛大学東アジア古代鉄文化センター 国際シンポジュウム 2009.11.28. 

  たたら製鉄の歴史と技術 聴講概要 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/2009iron/9iron14.pdf 

   

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/8iron02.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0802road.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0812ehime00.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/2008iron/8iron12.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/2009iron/9iron14.pdf


4. 参考資料「ヒッタイトの鉄の謎に挑む」  2010.8.7 .朝日新聞朝刊に掲載された記事 

大村幸弘氏など日本人研究者によって 発掘調査が進む「ヒッタイトの鉄」の現地ルポの記事 

ヒッタイトの鉄が ヒッタイト帝国出現以前のどこまでさかのぼれるか 興味津々。 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010iron/10iron09.pdf 

 

 5.【インターネットサーフィン】  

    ナイル川中流域 古代スーダンの製鉄遺跡 世界遺産 鉄の都メロエ遺跡 2012.1.5. 

   紀元前6世紀から紀元後4世紀 ナイル川中流域に繁栄した黒人の王国メロエ=クシュ王国の中心都市 

    エメロの王都やピラミッド群の周辺には大量の鉄滓の山がいたるところにあり、アッシリアから導入した 

製鉄技術が高度に発達し、鉄の王都といわれた。  

https://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/2012iron/12iron01.pdf 

 

 

6. 愛媛大学東アジア古代鉄文化研究センターアジア歴史講演会  2013.1.26  

新井宏氏 講演「考古学における新年代論の諸問題」聴講整録  

 「考古学における新年代論の諸問題」資料図抜粋によるC14年代計測法の現状整理  .  

https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/2013iron/13iron03.pdf 

  

 

7. 愛媛大学東アジア古代鉄研究所  第６回国際シンポジュウム  2013.11.9. 

「鉄と匈奴  遊牧国家像のパラダイムシフト」聴講記録  

    東西ユーラシア大陸を結ぶ金属器・鉄器文化の道《Metal Road & Iron Road》探求  

     BC3世紀～AD1世紀 モンゴルの遊牧の民「匈奴」が独自の製鉄技術を持っていた  

https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo00.htm 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/2013iron/13iron13.pdf 

    

https://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010iron/10iron09.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/2012iron/12iron01.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/2013iron/13iron03.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo00.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/2013iron/13iron13.pdf


8. 「鉄の話あれこれ」金属にも「水」と「油」がある「銅」と「鉄」の二相分離   2014.8.1. 

    「トルコカマンホュック遺跡から出土した世界最古の鉄滓・小鉄塊(ヒッタイト以前の 

青銅器時代)は含鉄銅鉱石の鉱滓から抽出したものでないか?」との説を聞いて 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014iron/14iron09.pdf 

 

 9. 愛媛大 東アジア古代鉄文化研究センターアジア歴史講演会  2015.2.14  

青銅器時代の西アジア 鉄の起源と展開「金属器時代の黎明 -価値と技術- 」 

「鉄の起源の探究」成果報告 聴講まとめ 

   https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1503tetsunokigen00.htm 

     https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron04.pdf  

 

 

 10.「鉄」と「銅製錬」&「鋳銑鉄くず」の出会いから 鉄の起源・たたら製鉄の始まりを考える  

2015,年3月 大阪九州大学宮本一夫氏「壱岐カラカミ遺跡から出土した製鉄炉」についての講演  

            魏志倭人伝の時代の他に類例のない特徴を持つ壱岐カラカミ遺跡出土の地上炉  

       「くず銑鉄を第三の製鉄原料として鉄素材を作った製鉄炉?」たたら製鉄の起源にせまるのか?   

https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1504feroots00.htm 

    https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron06.pdf 

    

 

 11. 愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター国際学術シンポジウム  大阪 2015. 12 .6. 

「古代世界の鉄生産 中近東から東アジアまで」聴講記録  

 

     https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron18.pdf 

 

 12. 【スライド動画】鉄の起源・鉄の伝播探求 Review 2015   2016. 1 .7. 

≪ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road≫ 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm 

    https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad2015web.pdf 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014iron/14iron09.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1503tetsunokigen00.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron04.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1504feroots00.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron06.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron18.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad2015web.pdf


 13.  大阪弥生文化博物館 2016年春 特別展 第1回考古学セミナー   2016.4.30. 

 「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」村上恭通教授講演聴講メモ  

      愛媛大村上恭通教授講演スライド集抜粋整理 & 図録整理 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/2016iron/16iron06.pdf 

 

 

 14.  愛媛大学 東アジア古代鉄文化研究センター国際学術シンポジウム.  

「文明と金属器 - 普及とその過程 -」聴講記録   2017.11.25 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017iron/17iron10.pdf 

  

 

 

15.  2019.3.25. 朝日新聞1面トップニュース & 朝日新聞Digital 掲載記事 

製鉄起源 新たな説 鉄の歴史に一石  

ヒッタイト起源に異説か 通説「ヒッタイトの地」から最古の鉄遺物 

    https://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019iron/19iron03.pdf 

  

カマン・カレホユック遺跡で見つかった世界最古級の製鉄関連の遺物。 

酸化鉄を多く含む分銅形をした塊が大規模な焼土層の直上から出土した 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/2016iron/16iron06.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017iron/17iron10.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019iron/19iron03.pdf


******************************************************************************** 

 

 ◎   〔たたら製鉄概説〕 - 風来坊 和鉄の道を訪ねて - ] 2011.3.. 

    https://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010iron/10iron01.pdf       

    

 

 ◎ 人工鉄の起源とユ-ラシア大陸における鉄の発展史  2015.12.6. 

 愛媛大学古代鉄研究センター研究成果 聴講まとめ  

ユーラシア大陸の東から西へ 「鉄」東遷の道 ユーラシア大陸の Iron Road 

https://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/Asian%20Metal%20Road.pdf 

 

 

◎【スライド動画】鉄の起源・鉄の伝播探求 Review 2015   2016. 1 .7. 

≪ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road≫ 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm 

    https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad2015web.pdf 

******************************************************************************** 

たたら製鉄や日本の鉄の歴史など古代鉄研究のナショナルセンターとして、この10年輝かしい成果を上げてき

た愛媛大学東アジア古代鉄研究センターが、この4月から、さらなる発展を目指して「アジア古代産業考古学研

究センター」へと継承改組される。 「鉄」の名前が舞えるのは残念ですが、引き続き古代鉄のナショナルセン

ターとして、この10年培ってこられたユーラシア大陸諸国との連携・交流を一層深め、産業考古学・古代鉄の

分野にこだわらず、さらに活躍されることを期待する。 

また、今回作成した私の和鉄の道・ton Roadに掲載してきた「愛媛大学 東アジア古代鉄文化センターのシン

ポジューム聴講を中心に人工鉄・製鉄技術の起源を探る関連掲載記事リスト」は愛媛大学東アジア古代鉄

研究センターの 10 年の成果そのものの記録。聴講させていただき、また和鉄の道・Iron Road に掲

載をさせていただいたことに深く感謝します。     2019.3.25. Mutsu Nakanishi   

https://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010iron/10iron01.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/Asian%20Metal%20Road.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad2015web.pdf


 

 

 

 

                   【 内     容 】 

1. 縄文人と弥生人の共生に思いを馳せて 

縄文の祭りの象徴 石棒と土偶が出土 強く感銘をうけた伊丹市の弥生前期の口酒井遺跡 

2. 縄文人と弥生人が共生の痕跡が出土した 弥生の大集落遺跡玉津田中遺跡  

縄文人と弥生人が共生の痕跡を示す遺物の出土概要 

  添付 玉津田中遺跡現地説明会資料 2020.1.26. （公財）兵庫県まちづくり技術センター 

3. 縄文人と弥生人が共生の痕跡が出土した 弥生の大集落遺跡     2020.2.1.  

神戸市西区 玉津田中遺跡の発掘現場 171号地点を訪ねる 

 

2020.1.22. 久しぶりの関西からの縄文ニュース 

西神戸弥生の大集落 玉津田中遺跡で、縄文人と弥生人の共生を示す痕跡の証拠 縄文を示す土偶・ 

石棒・石包丁そして弥生の土器が同じ弥生の地層から出土したという。 

出土した土偶は表情が縄文の土偶の特徴とは少し異なる顔 ノッペラボウのスッキリした形。 

弥生の人達が作ったのだろう。それもよく知る近くの西神戸玉津田中遺跡からの出土です。 

縄文人と弥生人が同じ集落で共生していた玉津田中遺跡がにわかにクローズアップされた。 

「心優しき縄文人 縄文帰りの勧め」を口にする私にとっては  

久しぶりの関西での縄文の報道にうれしく、 

現地説明会1週間後の2月1日 西神戸の玉津田中遺跡を訪ねました。 

 

縄文人と弥生人が共生の痕跡が出土した 弥生の大集落遺跡     2020.2.1.  

神戸市西区 玉津田中遺跡の発掘現場 171号地点を訪ねる 

中西睦夫
スタンプ

中西睦夫
スタンプ



 

【整理転載 &  参考資料】  

 

 1. 玉津田中遺跡 現地説明会資料 2020.1.26. （公財）兵庫県まちづくり技術センター 

 2.  神戸市教育委員会 記者発表資料 2020.1.21. 

   玉津田中遺跡（神戸市西区平野町）の発掘調査成果と現地説明会 

       http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf 

  3. ニュ-ス「玉津田中遺跡 現地説明会」 SunTV・神戸新聞Nextほか  

【和鉄の道・Iron Road  :関連掲載記事】  

 

  1.  畿内と播磨の境  明石川・伊川流域    

      弥生の高地性集落「表山 遺跡」とその下に広がる弥生の遺跡群  

         https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf 

    2.  弥生の高地性集落に「弥生の戦」・「日本人のルーツ」を探して     2006.12.5. 

         神戸市西端の丘陵地 明石川流域の玉津・伊川谷・櫨谷 

    https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf 

     3.  水田稲作・弥生の始まり・縄文と弥生の融合を示す  

         大阪湾沿岸の弥生集落 田能・口酒井遺跡を訪ねる 2012.12.21.  

        https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf 

  4.  心優しき縄文人 縄文帰りの勧め  2014.6.1. 

      https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf 

 

  

http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf


1. 縄文人と弥生人の共生小思いを馳せて 

弥生の土器とともに縄文の祭りの象徴 石棒と土偶が出土 

強く感銘をうけた弥生前期の集落遺跡 伊丹市の口酒井遺跡のこと  

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf 

今回 ニュースを聞いて、一番に頭に浮かんだのは、和鉄の道・たたら探求のホームページをはじめ、

日本人のルーツや縄文や弥生の暮らしに興味を持った10数年前に出会った伊丹市の弥生前期の集落 

口酒井遺跡のこと。 

和鉄の道・鉄の探求walkをスタートし、各地の遺跡に通い出した頃、「弥生は戦さ 縄文は平和な時

代」と教えてもらい、「鉄と戦さの関わり」にも興味があり、調べた時に出会った遺跡です。 

弥生の土器とともに縄文の祭りの象徴 石棒と土偶が出土し、研究者たちが縄文人と弥生人が共生し

たと考え初めた最初の遺跡。口酒井の弥生人と縄文人はお互い戦わずに共生していたと。 

縄文から弥生へ移る時代の中で 縄文/弥生の人種間の大きな戦はなかったのだと。 

でも、当時 弥生の時代といえば 渡来人を中心とした農耕稲作の時代。 

阪神間や大阪平野には弥生の大集落田能遺跡など数多くの弥生の集落が存在し、また、大阪平野には

殺傷痕跡を持つ人骨がいくつも出土し、周辺の高地には戦の備え高地性集落が数多く出現した。 

西神戸でも丘陵地には弥生の高地性集落、平野部には殺傷痕がある人骨が数多く出土する。 

この玉津田中遺跡のすぐ近くの新方遺跡からも殺傷根がある人骨が出土している。 

口酒井遺跡の評価はそんな遺跡群の中に埋没してしまい、一般人では殆ど知られぬ遺跡。 

でも、わたしには 今も忘れられぬ遺跡です。 

それか10数年 縄文が教科書からも消え、縄文がさらにないがしろにされる今  

また、縄文人と弥生人が同じ集落で共生していた玉津田中遺跡がクローズアップされた。 

「心優しき縄文人 縄文帰りの勧め」を口にする私にとっては久しぶりの関西での縄文の報道にうれ

しく、もっと縄文を知ってほしいと。 

現地説明会には行けませんでしたが、1週間後の2月1日 思い立ってすぐ、西神戸の玉津田中遺

跡の発掘現場の玉津田中遺跡171号地点を訪ねました。 

【和鉄の道・Iron Road  :関連掲載記事】  

  1.  畿内と播磨の境  明石川・伊川流域    

      弥生の高地性集落「表山 遺跡」とその下に広がる弥生の遺跡群  

         https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf 

    2.  弥生の高地性集落に「弥生の戦」・「日本人のルーツ」を探して  2006.12.5. 

         神戸市西端の丘陵地 明石川流域の玉津・伊川谷・櫨谷 

    https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf 

     3.  水田稲作・弥生の始まり・縄文と弥生の融合を示す  

         大阪湾沿岸の弥生集落 田能・口酒井遺跡を訪ねる 2012.12.21.  

        https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf 

  4.  心優しき縄文人 縄文帰りの勧め  2014.6.1. 

      https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf 

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf


2. 報道概要  縄文人と弥生人が共生の痕跡が出土した 弥生の大集落遺跡玉津田中遺跡 

 

兵庫県教育委員会は２２日、神戸市西区平野町の 

玉津田中遺跡で弥生時代前期の集落跡から土偶

と石棒が見つかったと発表した。 

土偶と石棒は縄文時代の祭りなどで使われたと 

される。県内で、同じ弥生時代の遺跡から両方が 

出土したのは４例目。専門家は「縄文から弥生へ、

時代がどう移り変わったのかを知る上で貴重な

史料だ」としている。 

同遺跡は弥生、鎌倉時代の集落遺跡で約１・５平

方キロメートル。第二神明道路バイパス建設工事に伴い、２０１９年５月から調査していた。 

西側にある弥生前期（約２３００年前）の集落跡から土偶の頭部（長さ約７センチ、最大幅約６セ

ンチ）と石棒（長さ約４６センチ、最大幅約５・３センチ）が各１点、ほぼ完全な形で発見された。 

土偶の首は円柱形をしており、顔が平らで目が細く、鼻も小さい。 

目鼻立ちがくっきりして彫りが深いとされる縄文人に比べ、のっぺりとした弥生人の特徴を示す。

弥生の土偶で整った形のものは珍しいという。 

 



◎ 兵庫県教育委員会記者発表 2020.1.22. より整理 

http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf


 

添付 玉津田中遺跡現地説明会資料 2020.1.26. （公財）兵庫県まちづくり技術センター
　　　次のRCIGに添付しています
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3. 縄文人と弥生人が共生の痕跡が出土した 弥生の大集落遺跡     2020.2.1.  

神戸市西区 玉津田中遺跡の発掘現場 171号地点を訪ねる 

 

 

神戸西区玉津は神戸の一番西の端 南の明石や東の伊川谷から行くのですが、今回土偶などが出土した

地点は第二神明バイパス予定地で玉津田中遺跡の北端 玉津の北側の街平野の下村集落。原チャリで行

かないとすると・・・・・バス?  西神ニュータウンの丘を巡回バスに乗り、ニュータウンの南端春日

台で下車すれば、その丘の南端が第二神明バイパス予定地。坂道を少し下れば、175号線平野町下村

の交差点。バスの便もよく、これだと毎日のwalkでゆける。 早く行かないと発掘された遺構が埋め

戻されてしまうと、2月1日快晴の絶好のwalking日和。現説の開かれた発掘調査地 171号地点へ。 



  

 

坂道を下るとすぐに国道１７５線平野町下村のT字交差点 2020.2.1. 

交差点の向こうに下村の里が広がり、先の道はバイパス道路の予定地と下村への生活道路である。 

  

下村のT字交差点から西へ下村の生活道路にはいるとすぐ西は 見えないが、南に流れる明石川の東岸。

道はバイパス予定地を含め、南にカーブして集落を南に抜けてゆく。2020.2.1. 

明石川が見えぬので、まず明石川の土手と集落の南に広がる田園地帯を一番にながめて、バイバス道路

予定地と発掘現場を探そうと集落の中に入ってゆく。 

  



 

   玉津田中遺跡の北端 下村の集落に接する古代から中世の集落跡164号地点 

ここから南側には広大な田園が玉津の町まで広がり、直ぐ西は明石川の土手。 

金網で囲まれたバイパス道路予定地がここから明石川に沿って南へカーブして田園地をつききってゆ

く。この田園地全体が玉津田中遺跡で、バイパス工事予定地内が選択的に発掘調査されている。 

  

 



 

  

 

 



 

 

 



 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



  

久しぶりの関西からの縄文ニュース 

縄文人と弥生人の共生を示す痕跡の証拠出土地の様子が見たくて、発掘現場の玉津田中遺跡171

号地点へ。 現説も済んで 発掘調査地はもう埋め戻しが進んでいるかと思いましたが、 

遺跡遺構が見られてラッキー。 

縄文人と弥生人の共生集落は明石川東岸に広大な田園地に広がる大集落。スケールが大きい。 

この明石川周辺には縄文から住み替えつつ、いくつもの集落遺跡があった。 

縄文人と弥生人が交流・共生したのだろう。 

また、弥生の農耕文化が進むにつれ、田園・水をめぐる集落間等の争いも増え、弥生の戦の痕跡も

見られるようになる。 

でも 縄文人と弥生人が生死をかけて争う戦さは見られず、両者が融合して日本人が誕生し、 

今に続く。日本人の心の奥底にある「お互いを認め合う心・やさしさ」のルーツがここに。 

 

2月初めとは思えぬ暖かな日 ゆっくりとそんな遺跡をめぐることができました。 

私の住む西神戸の玉津田中遺跡  

縄文の世界とともに「融和・共生」を今一度 現代社会にアピールする誇れる弥生遺跡。 

縄文人と弥生人の共生 それが日本人を誕生させたと。 

帰りに立ち寄った175号線脇の宝珠寺では、梅が花をつけ春近し。嬉しい一日でした。 

    2020.2.1. 広大な神戸西区の玉津田中遺跡 田園の中をあるきつつ 

                                  By Mutsu Nakanishi 

                     

 

 



 

 

久しぶりの関西からの縄文ニュース 

縄文人と弥生人の共生を示す痕跡の証拠出土地の様子が見たくて、発掘現場の玉津田中遺跡171

号地点へ。 現説も済んで発掘調査地は埋め戻しが進んでいるかと思いましたが、遺跡遺構が見ら

れてラッキー。 

縄文人と弥生人の共生集落は明石川東岸に広大な田園地に広がる大集落。 

この明石川周辺には縄文から住み替えつつ、いくつもの集落遺跡があり、縄文人と弥生人が交流・

共生したのだろう。そして、また、弥生の農耕文化が進むにつれ、田園・水をめぐる集落間等の争

いも増え、弥生の戦の痕跡も見られるようになる。 

 

でも 縄文人と弥生人が生死をかけて争う戦さは見られず、両者が融合して日本人が誕生し、 

今に続く。日本人の心の奥底にある「お互いを認め合う心・やさしさ」のルーツがここに。 

 

2月初めとは思えぬ暖かな日 ゆっくりとそんな遺跡をめぐることができました。 

私の住む西神戸の玉津田中遺跡 縄文の世界とともに「融和・共生」を今一度 現代社会にアピー

ルする誇れる弥生遺跡。縄文人と弥生人の共生 それが日本人を誕生させた。 

帰りに立ち寄った175号線脇の宝珠寺では、梅が花をつけ春近し。嬉しい一日でした。 

    2020.2.1. 広大な神戸西区の玉津田中遺跡 田園の中をあるきつつ 

                                  By Mutsu Nakanishi 

 

Album のphoto に貼られた参考資料のリンクはほとんど動きませんが、 

Album の最後のPage にリンクが動くよう再録しました。                    

Photo Album 玉津田中遺跡発掘現場 171号地点 Walk 
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【整理転載 &  参考資料】  

 

 1. 玉津田中遺跡 現地説明会資料 2020.1.26. （公財）兵庫県まちづくり技術センター 

 2.  神戸市教育委員会 記者発表資料 2020.1.21. 

   玉津田中遺跡（神戸市西区平野町）の発掘調査成果と現地説明会 

       http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf 

  3. ニュ-ス「玉津田中遺跡 現地説明会」 SunTV・神戸新聞Nextほか  

【和鉄の道・Iron Road  :関連掲載記事】  

 

  1.  畿内と播磨の境  明石川・伊川流域    

      弥生の高地性集落「表山 遺跡」とその下に広がる弥生の遺跡群  

         https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf 

    2.  弥生の高地性集落に「弥生の戦」・「日本人のルーツ」を探して     2006.12.5. 

         神戸市西端の丘陵地 明石川流域の玉津・伊川谷・櫨谷 

    https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf 

     3.  水田稲作・弥生の始まり・縄文と弥生の融合を示す  

         大阪湾沿岸の弥生集落 田能・口酒井遺跡を訪ねる 2012.12.21.  

        https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf 

  4.  心優しき縄文人 縄文帰りの勧め  2014.6.1. 

      https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf 

 

  

http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf


  和鉄の道・Iron Road 選集  2020   by Mutsu Nakanishi  

 

【 要    約 】 

【1】「人工鉄の起源 探求」 

【2】「ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器 & 鉄文化東遷の道 探求」 

            2020.3.1.  

    

 

 By  Mutsu Nakanishi 
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 和鉄の道・Iron 選集  2020   by Mutsu Nakanishi  

たたら製鉄の源流 

「鉄の起源」&「ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東伝の道」探求【 Ⅰ 】 

愛媛大東アジア古代鉄研究センター国際シンポ 聴講記録集 

「人工鉄の起源 探求」 2008-2019 

２００７年から２０１８年 愛媛大学東アジア古代鉄研究センターの国際研究プロジェクト 

「鉄の起源」&「ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東伝の道 探求」 

成果報告界を中心とした国際シンポジュウムの聴講記録を主に 

和鉄の道・ Iron Road に掲載した関係記事を整理してまとめました。 

 

口絵  鉄の起源とユ-ラシア大陸における鉄の発展史 愛媛大学古代鉄研究センター研究成果 聴講まとめ  

ユーラシア大陸の東から西へ 「鉄」東遷の道 ユーラシア大陸の Iron Road   2017.1.15.                  

  1. はじめに  鉄の惑星地球誕生４６億年の歴史 & 地球の大気・縞状鉄鉱床を作ったシアノバクテリア   

今も南極の湖底に残されている大気酸素&現世生物の起源を伝えるシアノバクテリア３６億年前の世界 

１．１.  地球誕生から約46億年 鉄の歴史と役割にびっくり  2010.3.15. by Mutsu Nakanishi 

.      「岩波の科学ライブラリー「鉄学 137億年の宇宙誌」を読んで         

  1.2.  鉄の惑星「地球」３５億年前 現在の生物起源に遡る原始 Iron Road の絶景 

    「南極 氷の下のタイムカプセル」BS プレミアム 2018.2.24.   by Mutsu Nakanishi 

     光合成を初めて行い大気の酸素 & 今の製鉄原料縞状鉄高鉱床作るシアノバクテリアの不思議な世界も 

２. 人工鉄の起源の探求  愛媛大東アジア古代鉄研究センター国際シンポ聴講記録より 

  2.1. 製鉄起源に 新たな説鉄の歴史に一石 ヒッタイト起源に異説か!!  2019.3.25. 朝日新聞1面トップニュース 

トルコ アナトリア高原 通説「ヒッタイトの地」カマン・カレホユック遺跡で世界最古の鉄遺物出土見つかった  

  2.2. 基調講演 人類が初めて鉄を手にした故地「ヒッタイト」 

        ヒッタイトの故地アナトリア半島の鉄の起源を探るタイムカプセル「カマン・カレホユック遺跡」 

日本の調査隊の発掘調査で人工鉄の起源は少なくともヒッタイト以前 BC20 世紀以前にまで遡れる多数の鉄遺物を発掘  

  ２．3. 「ヒッタイトの鉄の謎に挑む」  2010.8.7 .朝日新聞朝刊に掲載された記事 

大村幸弘氏など日本人研究者によって 発掘調査が進む「ヒッタイトの鉄」の現地ルポの記事 

2.4. 愛媛大学村上恭通教授らは これらの「鉄滓」と「小鉄塊」について  

鉄を含む鉄銅鉱石の鉱滓から抽出されたのではないか? との仮説を報告   2014.7.19. 

   2.5.「鉄の話あれこれ」  金属にも「水」と「油」がある「銅」と「鉄」の二相分離   2014.8.1. 

トルコ アナトリア高原のカマンカレホユック遺跡で出とした世界最古の鉄滓・鉄塊  

BC19世紀 青銅器時代の最古の人口鉄はこの技術で取り出されたとの仮説が有力に 

製銅過程で含鉄銅鉱石から取り出された鉄・鉄滓は こんなプロセスか???   

2 .6.  青銅器時代の西アジア 鉄の起源と展開 「金属器時代の黎明 -価値と技術- 」  

「鉄の起源の探究」成果報告聴講まとめ     2015. 2.14 

2.7.   文明と金属器 - 普及とその過程 – 聴講記録 by Mutsu Nakanishi   2017.11.25 

アナトリア ・ レヴァント ・ エジプト 

◎  「人工鉄の起源」 探求整理まとめにかえて     

愛媛大第 8 回国際シンポジュウム  ユーラシア大陸諸国連携プロジェクト 成果報告 

「古代世界の鉄生産 -中近東から東アジアまで- 」 聴講記録 大阪 2015.12.6   



 1. はじめに  

鉄の惑星「地球」誕生４６億年の歴史 & 大気を作ったシアノバクテリア  

1.1. 地球誕生から約46億年 鉄の歴史と役割にびっくり  2010.3.15. by Mutsu Nakanishi 

.      「岩波の科学ライブラリー「鉄学 137億年の宇宙誌」を読んで         

【PDFfile】 https://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010mutsu/fkobe1004a.pdf 

【概   要】 

  

地球の誕生は約４５億年前誕生した大気・水・大地がある惑星  

また、鉄を多く含む 鉄の惑星でもあった 

この鉄の存在が 地球環境 そして 生命体の維持をもたらし、 

人間を誕生させた太陽系のほかの星に比べて 地球の大気は二酸化炭素 

が非常に少なく 酸素が多いのはなぜか これも鉄による 

「地球に鉄がなかったら 現在の地球環境も 人間を含めた生命体も存在しえず 人の歴史も生まれなかった」 

「かけがえのない鉄」「鉄は五金の王」「鉄は産業の米」「鉄が文化を運び 歴史を作った」 

1.2. 鉄の惑星「地球」３５億年前 現在の生物起源に遡る原始 Iron Road の絶景 

      「南極 氷の下のタイムカプセル」BS プレミアム 2018.2.24.   by Mutsu Nakanishi 

        光合成を初めて行い大気の酸素を作るシアノバクテリアの不思議な世界 

           このシアノバクテリアの死骸の堆積が今の大縞状鉄鉱床である 

【PDFfile】https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/18iron02.pdf 

【映像 file】https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/18iron02.mp4 

【概   要】 

         南極の湖に３５億年前の世界があった。 ここは宇宙? 湖の底にある原始の地球撮影 

３５億年前光合成で大気の酸素を作り始めたシアノバクテリアが今もひっそり酸素を作り続けている。 

酸素が生まれた瞬間もくっきりと。また、このシアノバクテリアの死骸が堆積して、現在の鉄鋼を支える縞

状鉄鉱床を作り上げた。 

  

 

 

 

鉄学年表 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010mutsu/fkobe1004a.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/18iron02.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/18iron02.mp4


 

東京大学博物館 ２００９年『鉄―137億年の宇宙誌』展 展示より 

 

 



２. 人工鉄の起源探求  愛媛大東アジア古代鉄研究センター国際シンポ聴講記録より 

    ヒッタイトが人工鉄を作ったとの長年の常識が最近の日本の発掘調査隊の 

発掘調査の成果から、西アジアの人工鉄出現はヒッタイト以前に遡る。 

また、愛媛大村上恭通教授は ユーラシア大陸諸国との共同発掘調査プロジェクト 

「人工鉄の起源・人工鉄・製鉄技術のユーラシア大陸東遷の道探求」の成果から 

まだ定説とはなっていないが「人工鉄は青銅器時代西アジア地中海沿岸の銅生産地で 

銅生産の副産物として生まれた」との説を発表 

 

  2.1. 製鉄起源に 新たな説鉄の歴史に一石 ヒッタイト起源に異説か!!   

 2019.3.25. 朝日新聞1面トップニュース 

トルコ アナトリア高原 通説「ヒッタイトの地」カマン・カレホユック遺跡で 

世界最古の鉄遺物出土見つかった  

 

カマン・カレホユック遺跡で世界最古級の製鉄関連の遺物出土。 酸化鉄を多く含む分銅形をした塊が大規模な焼土層の直上から出土 

【PDFfile】 http://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019iron/19iron03.pdf 

 【概   要】 

  
人類史上「最大の発明」の一つとされる製鉄の歴史が変わるかもしれない。 

古代オリエント世界でエジプト新王国と勢力を二分したヒッタイト帝国。その中心部だったトルコ・アナトリア地方の

古代遺跡で、日本の調査団が製鉄関連の最古級の遺物を見つけた。見つかったのは、酸化鉄を多く含む分銅形をした直

径約３センチの塊。トルコのカマン・カレホユック遺跡で１９８６年から調査を続けている「中近東文化センターアナ

トリア考古学研究所」（大村幸弘所長）が、２０１７年９月、紀元前２２５０～同２５００年の地層から発見した。 

 

愛媛大学東アジア古代鉄文化センター 第6回国際シンポジュウム ｢鉄 と帝国の歴史｣  

http://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019iron/19iron03.pdf


2.2. 基調講演 人類が初めて鉄を手にした故地「ヒッタイト」2008.12.15. 

   ヒッタイトの故地アナトリア半島の鉄の起源を探るタイムカプセル「カマン・カレホユック遺跡」 

日本の調査隊の発掘調査で人工鉄の起源は少なくともヒッタイト以前にまで遡れる多数の鉄遺物を発掘  

すでに人工鉄の起源はBC20 世紀以前に遡れる 

アナトリア研究所長 大村幸弘氏 2008.12.15. 

聴講記録 ｢鉄 と帝国の歴史｣ ヒッタイト・中国・大モンゴル 基調講演より 

基調講演要旨を下記資料より再収録整理しました 

【PDF file】 http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/2008iron/8iron12.pdf  

【Web file 】 http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0812ehime00.htm 

 【概   要】 

ヒッタイトの故地アナトリア半島の鉄の起源を探るタイムカプセル「カマン・カレホユック遺跡」。10000 年もの人

の痕跡が整然と積層して遺丘として残っている。 

このタイムカプセルの地層を一つ一つ 丹念にはがし、すでに人工鉄の起源はBC20 世紀以前に遡れ、鉄の起源に迫っ

てゆけると聞いた 

トルコ カマン・カレホユック遺跡の発掘で人工鉄の起源は少なくともヒッタイト以前にまで遡れる。  

ヒッタイトはそれ以前の鉄の生産技術を受け継ぎ発展(品質・生産させることにより、      

帝国を築いた。  その「鉄」が「良質の鉄・鋼」であることがわかってきた。  

「鉄の起源」を探る1万年の 歴史が整然と堆積して詰まるタイムカプセルが「カマン・カレホユック遺跡」です。 

  

                トルコ・アナトリア半島 カマン・カレホユック遺跡 

 

カマン・カレホユック遺跡の遺丘 BC19世紀の層から出土した ヒッタイトの｢鋼｣ 

    ■ 各年度ごとの発掘調査の詳細は下記アナトリア研究所 home page に掲載されています 

      【PDF file】http://www.jiaa-kaman.org/jp/excavation_kl_33.html 2020.2.22.中西チェック済 

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/2008iron/8iron12.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0812ehime00.htm
http://www.jiaa-kaman.org/jp/excavation_kl_33.html


愛媛大学東アジア古代鉄文化センター 第6回国際シンポジュウム ｢鉄 と帝国の歴史｣  

2.2. 基調講演 人類が初めて鉄を手にした故地アナトリア半島「ヒッタイト」 

アナトリア研究所長 大村幸弘氏 2008.12.15. 

聴講記録 ｢鉄 と帝国の歴史｣ ヒッタイト・中国・大モンゴル 基調講演より 

 

1.ヒッタイトの鉄  

1.1. 鉄の起源を探る 1 万年の歴史が積層して埋もれているカマン・カレホユック遺跡 

鉄器時代の幕開けは人工鉄の技術を持つヒッタイトが滅んだ BC12 世紀頃というのが通説。 

ところが、最近中近東文化センターが発掘しているトルコ「カマン・カレホユック遺跡」の発掘調査で

鉄器発明の起源がヒッタイト以前の BC40 世紀近くまで(少なくとも BC20 世紀以前まで)遡れること

やその「鉄」が「良質の鉄・鋼」であることがわかってきた。 

そんな「鉄の起源」を探る 1 万年の歴史が整然と堆積して詰まっているのが「カマン・カレホユック遺

跡」である。   

2008.11.29.  

中近東文化センター付属アナトリア研究所長 大村幸弘氏基調講演より 

 

 

カマン・カレホユック遺跡はトルコの首都アンカラから南東に約 100km 南クズルマック(赤い河)の内

側に位置する泉と森に近接した丘で東西方向にはイラン高原へ 南北方向にはヒッタイト帝国の首都

ボアズキョイからタウルス山脈を越えてメソポタミア方面へと通じる街道が伸びる交通が交錯する地

域にあり、ヒッタイト帝国との関連はもちろん、中央アナトリア全体の文化編年を解明するうえで重要

な遺跡。 

この地が攻め滅ぼされ、支配者が代わるたびに街を焼き払い、その上に新しい街を築いてゆき、現在の

縦断面は台形で高さ 16m 丘上部直径 280m の円形の遺丘が形成されている。 

中近東文化センターは 1986 年から 2008 年まで 20 回を越える発掘調査で、4 文化層(第 1 層オス

マントルコ時代 第 2 層鉄器時代 第三層 中・後期青銅器時代 第 4 層 前期青銅器時代 さらに

その下の銅石器次代の層まで発掘がすすんでいる。) 

 

 



 

 

 



1.2. トルコ カマン・カレホユック遺跡から出土した世界最古の鉄片 

   岩手県立博物館だより No.106 赤沼秀男 最古の鉄片の検出とその意味より 

      【PDF file】 http://www2.pref.iwate.jp/~hp0910/tayori/106p2.pdf 

 

 

 1.3.ヒッタイトの首都ボアズギョイ発掘 と キズワトナ文書(粘土板)に記された「鉄」の記述

 

 

http://www2.pref.iwate.jp/~hp0910/tayori/106p2.pdf


 

 

 



人類が初めて鉄を手にした「ヒッタイト」について、私にとって一番の驚きは、ヒッタイトの製鉄の中

心地「アリンナ」特定の謎解きの面白さとヒッタイトの故地アナトリア半島の鉄の起源を探るタイムカ

プセル「カマン・カレホユック遺跡」の存在。 

10000 年もの人の痕跡が整然と積層して遺丘として残っているなんて・・・・・・・・ 

 

このタイムカプセルを一つ一つ丹念にはがしてすでに人工鉄の起源は BC20 世紀以前に遡れ、鉄の起

源に迫って行けると聞いた。 

「推論をたてて、惑わされることなく自分の基軸で発掘の現物を直視する」と語られる発掘調査の面白

さは技術屋や工学・科学が大事にしてきた手法そのもので、本当に同感です。 

 

ヒッタイトの鉄の故地 カマン・カレホユック遺跡 １万年に及ぶ時代積層タイムカプセルの遺丘 

 

 

 



２．3. 「ヒッタイトの鉄の謎に挑む」  2010.8.7 .朝日新聞朝刊に掲載された記事 

大村幸弘氏など日本人研究者によって 発掘調査が進む「ヒッタイトの鉄」の現地ルポの記事 

ヒッタイトの鉄が ヒッタイト帝国出現以前のどこまでさかのぼれるか 興味津々。 

【PDF file】http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010iron/10iron09.pdf 

 

○ 参考資料 1. 大村 幸弘 鉄を生みだした帝国―ヒッタイト発堀 (NHK ブックス 391) 

2. 大村 幸弘 アナトリア発掘記 ~カマン・カレホユック遺跡の二十年 (NHK ブックス) 

○ 和鉄の道 1. 日本のたたら製鉄の源流を考える 

http://buffalonas.com/mutsu/www/dock/iron/8iron02.pdf 

ヒッタイト・ツタンカーメンの鉄 そして 四川をつなぐ西南シルクロードがたたらの源流??? 

2. ｢人類が始めて手にした鉄の故地 ヒッタイト｣ 基調講演 アナトリア研究所長 大村 幸弘氏 

      愛媛大 東アジア古代鉄文化研究センター 国際シンポジューム「鉄と帝国の歴史｣ 聴講記録 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/8iron12.pdf 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010iron/10iron09.pdf
http://buffalonas.com/mutsu/www/dock/iron/8iron02.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/8iron12.pdf


 2.4. 愛媛大学村上恭通教授らは これらの「鉄滓」と「小鉄塊」について  

鉄を含む鉄銅鉱石の鉱滓から抽出されたのではないか? との仮説を報告   2014.7.19. 

        

 2014.7.19. 大阪府立弥生博物館で開催された愛媛大学 東アジア古代鉄文化研究センター 

「古代ユーラシア大陸のアイアン・ロード」研究報告会を聴講して記録 

カマン・カレホユック遺跡で発掘されたヒッタイト以前の世界最古の「鉄滓」と「小鉄塊」 

 

「鉄の話あれこれ」金属にも「水」と「油」がある「銅」と「鉄」の二相分離   2014.8.1. より 

【PDF file】http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014iron/14iron09.pdf より抜き出し整理 

 【概   要】 

青銅器時代にどんな方法で作られたのか?  注目の的だったこの鉄滓と鉄塊 

発掘にかかわった愛媛大学東アジア古代鉄文化研究センター村上恭通教授は 2014.7.19. 大阪府立弥生博物館で 

開催された愛媛大学 東アジア古代鉄文化研究センター「古代ユーラシア大陸のアイアン・ロード」研究報告会で、 

「これらの鉄滓と小鉄塊は鉄を含む銅鉱石の鉱滓から抽出された可能性が一番近い」との報告があった  

話を聞いて、はっと気が付いた。昔勉強した銅と鉄の二相分離と金属状態図がすぐに頭に浮かんできた。 

銅と鉄は金属の水と油。高温溶融状態では混じりあっているが、温度が少し下がると固相の鉄が溶融銅に浮く二層分離。

そしてスラグ(カラミ)となって上層に浮かぶのはよく知られている。( 製銅プロセスで出たカラミが磁石で引っ付くこ

ともよく知られている。) 

もっとも 青銅器時代に銅と一緒に鉄まで溶ける高温にはできなかったろうが、溶融温度の差なども含め、鉄銅合金を

作らず溶融銅と鉄の二層分離してしまう。大きな製銅の反応過程で温度や環境そして原料鉱石の不均質などで、部分的

に小さな鉄粒が凝集形成され、スラグ内や銅の表面に取り込まれることはありうるだろうと思う。確かめたことはあり

ませんが、溶接屋の私には鋼材の溶接時の割れの元凶として 混じりあわぬ低融点金属としてよく知る銅です。 

青銅器時代に出現した鉄滓と鉄。 当時隕鉄素材は金よりも貴重である時代 製銅・精銅過程で偶然見つけられた鉄滓・

小鉄塊が丹念に集められ、隕鉄素材に代わる人工鉄素材として使われはじめたのか・・・・。 

ヒッタイト以前の鉄と 人工鉄の始まりが垣間見えてきました。  

でも 遠いようで近い また、近いようで遠い 昔勉強した「銅と鉄」 金属の水と油の一つです。 

この項 「鉄の話あれこれ」金属にも「水」と「油」がある「銅」と「鉄」の二相分離   2014.8.1. より 

抜き出し整理して作成しました。  2020.2.23. Mutsu Nakanishi  

http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014iron/14iron09.pdf


       「鉄の話あれこれ」   

 2.5. 金属にも「水」と「油」がある「銅」と「鉄」の二相分離   2014.8.1. 

トルコ アナトリア高原のカマンカレホユック遺跡で出とした世界最古の鉄滓・鉄塊  

BC19世紀 青銅器時代の最古の人口鉄はこの技術で取り出されたとの仮説が有力に 

製銅過程で含鉄銅鉱石から取り出された鉄・鉄滓は こんなプロセスか??? 

先日大阪弥生博物館での講演会「「古代ユーラシア大陸のアイアン・ロード」で、 

昨年トルコ アナトリア高原のカマンカレホユック遺跡で出とした世界最古の鉄滓・鉄塊(ヒッタイト以前の 

青銅器時代)は「含鉄銅鉱石の鉱滓から抽出されたものではないか?」との説が有力との報告を聞いた。 

 

 

【PDF file】 http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014iron/14iron09.pdf  

              【 概 要 】 

金属の「水と油」 製銅プロセスでの「鉄」と「銅」の二層分離技術 

 

  金属の二層分離技術を使った金属の取り出し法はほかにもいろいろある 

◎ 銀の取り出し法として 有名な南蛮吹き 

現在も金属分離抽出法の先端技術の一つとして進化を続け、 今都市鉱山・スクラップからの銅の取り出しなど 

金属や有用レアー金属の取り出し法として、脚光を浴びている。 

愛媛大 東アジア古代鉄文化研究センター 第１８回アジア歴史講演会  2015. 2.14  

http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014iron/14iron09.pdf


2 .6.  青銅器時代の西アジア 鉄の起源と展開「金属器時代の黎明 -価値と技術- 」 

「鉄の起源の探究」成果報告 聴講まとめ 

 

◎講演1 古代オリエント博物館 研究員 津本英利氏「西アジアにおける初期鉄器研究史」  

◎講演2 愛媛大非常勤講師 畑守泰子氏「古代オリエント世界における金属利用と交易」  

◎講演3 愛媛大教授・東アジア古代鉄文化研究センタ長 村上恭通氏「銅・鉄の出現と初期拡散  

【PDF  File】https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/15iron04.pdf 

【スライド動画】https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/15iron04.wmv 

              【 概  要 】 

今回の講演会はトルコ カマンカレホユック遺跡で ヒッタイト以前の世界最古と思われる小鉄塊・鉄滓が出土 

したことを踏まえ、西アジアの青銅器時代から鉄器時代への変遷と初期鉄器の出現 や 愛媛大学村上恭通教授 

仮説提案「人工鉄の起源は地中海沿岸銅生産地での銅生産の副産物」のレビュー&初期鉄器出現と銅生産地との 

関係などが報告され、相互討論された。 

 

カマン・カレホユック遺跡で発掘されたヒッタイト以前の世界最古の「鉄滓」と「小鉄塊」 

 

ヒッタイト以前西アジアの初期鉄器出土分布 

 
 ヒッタイト以前西アジア出土鉄器分布        銅の主要生産地 キプロス出土の初期鉄器例   

また、これら図表とともに アナトリア・西アジアの製鉄技術関連の年表が示されている 

 

第10 回 愛媛大学 東アジア古代鉄文化研究センター国際学術シンポジウム 

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/15iron04.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/15iron04.wmv


2.7.   文明と金属器 - 普及とその過程 – 聴講記録 by Mutsu Nakanishi   2017.11.25 

 

  

アナトリア : 現在のトルコのアジア側 黒海と地中海にはさまれた半島の中央を南北に山脈が連なり、銅・鉄・金な 

ど鉱物資源に恵まれ、ヒッタイト帝国の故地。東南部は農耕・牧畜が始まったメソポタミア文明の地。 

   レヴァント: 北から南へ延びる死海の大地溝帯を中心とした地中海沿岸地帯。古くから銅が使われた地域で 

         「人工鉄がヒッタイト以前の時代に銅生産の副産物として生まれた」とされる最近の人工鉄起源 

           の有力地 

エジプト:  ギザの大ビラミットを作りあげる力は銅の利器。 エジプトの鉄器は５０００年前からも発見され 

るが、いずれも隕鉄。鉄が採掘されるのはずっと後の時代。 

【PDF  File】https://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017iron/17iron10.pdf 

【 概 要 】  

10年に及ぶ中央アジア・シベリア・モンゴル・

中国などアジア各地の国々との共同研究・発掘

調査を通じて、金属器・鉄の起源地 西アジア

からユーラシア大陸を東から西へ結ぶMetal 

Road・Iron Road を明らかにした。また同時

に 従来鉄の起源の定説であったアナトリアの

ヒッタイトより以前に 西アジア各地にも人工

鉄があった様相を明らかにし、鉄の起源説とし

て 東地中海沿岸の銅の生産地で銅の副産物と

して人工鉄が生まれたと提案している。 

新たな次の10 年の展開課題「石器→銅・青銅

→鉄器へと変遷する金属器の普及とその過程」

を理解するBaseとして鉱物資源が豊富で文明

の先進地域でもある西アジアの諸地域の様相を

把握することがきわめて重要に。 

今回の国際シンポでは 現在、西アジアの最前線 

アナトリア・レヴァント・エジプトで活躍中の専門家3氏がそれぞれの専門地域での「金属器の普及変遷の過程並びに

鉄器の出現」についてレビュー講演。金属器・鉄器の源流を遡る基盤として 相互討論を通じて、鉄器出現の様相につ

いて相互の地域理解を深めた。 

私の私見ですが、聴講を通じて、西アジアの最前線 アナトリア・レヴァント・エジプトの各地域それぞれ金属器の普及

変遷の事情が異なっていること。また、青銅器時代から鉄器時代への変遷が一機でないことも初めて知りました。 

西アジアの中で銅鉱石・鉄鉱石資源の産地が偏在していることそして地域間交易についても初めて 

これらのことが、人工鉄の起源そして人工鉄のユーラシア大陸東遷の道出発点にも大きくかかわっていると。  

また、西アジアの初期鉄器出現と銅生産産地の関係にも興味津々。 うれしい聴講になりました。 

 

 

銅の主要生産地 地中海沿岸で多数の初期鉄器が出土。 

そしてヒッタイト滅亡後の鉄器時代始まりの時代にこの銅主要生産地 

パレスチナにアッシリアが鉄の貢納を要求している 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017iron/17iron10.pdf


 和鉄の道・Iron Road 選集  2020   by Mutsu Nakanishi  

たたら製鉄の源流   Iron Road through Eurasia 

「鉄の起源」&「ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東伝の道」探求【 Ⅱ 】 

愛媛大東アジア古代鉄研究センター国際シンポ 聴講記録集 

「ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東伝の道」探求 

 2007 ～ 2019 

２００７年から２０１８年 愛媛大学東アジア古代鉄研究センターの国際研究プロジェクト 

「鉄の起源」&「ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東伝の道 探求」 

成果報告界を中心とした国際シンポジュウムの聴講記録を主に 

和鉄の道・ Iron Road に掲載した関係記事を整理してまとめました。 

   2020.3.１.  和鉄の道・Iron   by Mutsu Nakanishi  

 

 

「ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東伝の道」探求 

愛媛大東アジア古代鉄研究センター国際シンポ 聴講記録集 

 

 

                         By Mutsu Nakanishi 



 

        愛媛大学東アジア古代鉄文化センタ- 国際シンポジュウム 予稿集 

 1. 愛媛大学東アジア古代鉄文化センター設立記念国際シンポジュウム  2007.10.27. 

     中国西南地域の鉄から古代東アジアの歴史を探る 

 2. 第 2 回 愛媛大学アジア歴史講演会  2008.4.26. 

「モンゴル･アウラガ宮殿における鉄器生産の一様相」 

  3.  愛媛大学東アジア古代鉄文化センタ- 第2回国際シンポ重  2008.11.29.無 

           鉄と帝国の歴史 

  4.  第1回鉄文化シンポジュウム 2009.11.28. 

      たたら製鉄の歴史と技術 

  5. 第12回アジア歴史講演会 2012.10.26. 

     アジアとアフリカの境界で鉄に出会う  メロエ文明の鉄器生産とスーダン共和国の現状 

  6. 第6回国際学術シンポジュウム 鉄と匈奴 遊牧国家像のパラダイムシフト   2013.11.9. 

  7. 平成26年度大阪府立弥生文化博物館夏季特別展 遥かなるメソボタミア関連講演会 

      古代ユ-ラシア大陸のアイアンロード 鉄の歴史を探る  2014.7.19.  

  8. 第7回学術シンポジュウム 蜀地の鉄  分岐するアイアンロード   2014.11.15. 

  9. 第18回アジア歴史研究会 金属時代の黎明 -価値と技術-     2015.2.14. 

 10. 第9回国際学術シンポジュウム  東アジア古代鉄文化研究センター設立10周年記念 

  古代ユーラシア アイアンロ-ドの研究 2016.12.3. 

 11. 平成28年度大阪府立弥生文化博物館春季特別展 開館25周年記念講演会 

      鉄の弥生時代 鉄器は社会を変えたか? 2016.4.30. 

 12. 第10回国際学術シンポジュウム  文明と金属器 -普及とその過程-  2017.11.25. 

 13. 第11回国際学術シンポジュウム  たたらの原世界 日・中・韓の中世製鉄 

 



 

愛媛大東アジア古代鉄研究センター国際シンポ 聴講記録集 

「ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東伝の道」探求 

                目     次 

【概説スライド】ベールを脱いだユーラシア大陸中央の草原を東西を結ぶ古代の鉄東遷の道 

≪ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road≫ Review 記録 2016. 1 .7. 

愛媛大古代鉄研究所「鉄の起源・伝播ユーラシア大陸各国研究連携ロジェクト」概要記録 

【スライド動画】https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01.mp4 

 

      口  絵  鉄の起源とユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東伝の道」 

             ■ ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東伝の道  

「古代世界の鉄生産 -中近東から東アジアまで- 」  

         ■ 鉄の起源とユ-ラシア大陸における鉄の発展史     

 

1.  国際シンポ 聴講記録「中国西南地域から 古代東アジアの歴史を探る」  2007.10.27 

     中国 揚子江文明・「青銅器・鉄」の先進地 四川成都高原の古代製鉄遺跡の合同発掘調査成果報告 

「中国西南地域の鉄から 古代東アジアの歴史を探る 鉄の起源を求めて 

ヒッタイト・ツタンカーメンの鉄そして四川をつなぐ西南シルクロードがたたらの源流??? 

2.  国際シンポ 聴講記録「モンゴル･アウラガ宮殿における鉄鉄器生産の一様相」 2008.4.26. 

    チンギス・ハンのモンゴル 帝国を支えた鉄  モンゴル・アウラガ遺跡で大鍛冶工房を発掘  

 「ユーラシア大陸にまたがる史上空前の大帝国を支えたのは 鉄ではないか? 」 

  遊牧民モンゴルの力の根源は「鍛えた騎馬と略奪」ではなく「鉄」 

3. 国際シンポ聴講記録 ｢鉄と帝国の歴史 -ヒッタイト・中国・大モンゴル- ｣  

｢鉄｣が巨大帝国を作り上げ、大きな社会変革を成し遂げた｣ そんな｢鉄・鉄技術｣とは何か? 

4.  国際シンポ 聴講概要「たたら製鉄の歴史と技術」  2009.11.28. 

 
5. ナイル川中流域 古代スーダンの製鉄遺跡 世界遺産 鉄の都メロエ遺跡 2012.1.5. 

         ヒッタイトの鉄伝播の重要都市 ナイル河中流域 世界遺産 スーダンの鉄の都 

6. 国際シンポ聴講記録「鉄と匈奴  遊牧国家像のパラダイムシフト」 

 東西ユーラシア大陸を結ぶ金属器・鉄器文化の道《Metal Road & Iron Road》探求  

BC3世紀～AD1世紀 モンゴルの遊牧の民「匈奴」が独自の製鉄技術を持っていた 

遊牧民のモンゴルが草原に 大鉄器生産工房ばかりでなく製鉄遺跡を発見 

 7. 国際シンポ 聴講記録「古代世界の鉄生産 中近東から東アジアまで」大阪 2015. 12 .6. 

  8. ≪ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road≫成果 Review 2015   2016. 1 .7. 

愛媛大古代鉄研究所「鉄の起源・伝播ユーラシア大陸各国研究連携ロジェクト」報告会 聴講記録まとめ 

 

 9. 大阪弥生文化博物館 2016年春季特別展「鉄の弥生時代 - 鉄器は社会を変えたのか? -」展  

村上恭通教授講演 「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」聴講メモ  

10. 国際シンポ 聴講記録「たたらの原世界 -日・中・韓の中世製鉄-」  

日本・中国・韓国の同時代のたたら製鉄の検討レビュー そこから見えてくるものは・・ 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01.mp4


         添付 参考 File (番外)  

番外-1 人工鉄の起源とユ-ラシア大陸における鉄の発展史  2015.12.6. 

ユーラシア大陸の東から西へ 「鉄」東遷の道 ユーラシア大陸の Iron Road 

添付 東アジアの製鉄技術の歴史 

 番外-2 愛媛大学東アジア古代鉄文化研究センターアジア歴史講演会  2013.1.26  

新井宏氏 講演「考古学における新年代論の諸問題」聴講整録  

 「考古学における新年代論の諸問題」資料図抜粋によるC14年代計測法の現状整理  .   

番外-3 「鉄の話あれこれ」金属にも「水」と「油」がある「銅」と「鉄」の二相分離   2014.8.1. 

    「トルコカマンホュック遺跡から出土した世界最古の鉄滓・小鉄塊(ヒッタイト以前の 

青銅器時代)は含鉄銅鉱石の鉱滓から抽出したものでないか?」との説を聞いて 

番外-4 島根県埋文センター 角田徳幸氏著「たたら製鉄の歴史」紹介を兼ねて   2019.12.10.  

      たたら製鉄始まりの謎 古代たたらの製鉄原料砂鉄は海を渡ってきたのか 

  

平成から令和に変わり、激動の時代に。炭酸ガス増加による地球温暖化がもたらす自然災害の脅威が我が身にも 

迫る。地球はどうなってゆくのか・・・・ 

約40 億年前 鉄の惑星地球でシアノバクテリアが 鉄の助けも借りて、大量の炭酸ガスを原料に光合成を行って 

酸素を作り、人を含む現生物の時代を作り上げた。「もし 地球に鉄なかりせば・・・・の鉄の惑星 地球」 

きつと また鉄が新しい道を切り開いてくれるに違いないと・・・・ 

今そんなことをも頭に浮かべつつ、新しい鉄の時代へ 夢を膨らませています。 

 

愛媛大学東アジア古代文化研究センターが 2007年以来 約 10数年 推進してきたユーラシア大陸諸国との共同連

携プロジェクト鉄の起源・鉄の伝播探求≪ ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道Metal Road > 

その輝かしい成果は 毎年国際シンポジューム開催を通じて広く公開されてきた。 

研究者ばかりでなく、一般人にも広く最新成果を公開提供してきた。毎年のシンポジュームの予稿集も10数冊に。 

私にとっては 毎回聴講させていただき、たたら製鉄の源流を極める最新の研究成果を教えてもらえる楽しみなシンポジ

ュームで、その都度 聴講メモを採り、ホームページで記錄紹介させてもらってきた。 

その愛媛大東アジア古代鉄文化研究センタ－が 2019年 4 月にさらなる発展を目指して「アジア古代産業考古学研

究センター」へと継承改組。一つの区切りを迎えた。 

これを機会に今までその都度 私の聴講メモとして紹介してきた関係記事を一覧リストにして、全体を眺める資料に。 

私にとっては たたら製鉄の源流を解き明かす嬉しい整理資料になりました。 

Iron Road ・和鉄の道:記事掲載by Mutsu NMakanishi2019..3.25. 

《聴講を中心とした愛媛大学東アジア古代鉄文化センター国際シンポジューム関連掲載記事リスト》 

https：//www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/iron15/1904tetsunokigenehime.pdf 

ずっと毎年開催されてきた成果報告を兼ねた国際シンポジュウムの予稿集は その都度出ていますが、やっぱり掲載記

事を1冊にまとめて、系統的に読み出せるようにして、手元に置いておきたいと私蔵版の電子Book化しましさせてい

ただきました。一冊にまとめてみるとやっぱりうれしい たたらの源流をまとめた私の宝物に。 

毎度その成果を聴講メモとして 和鉄の道・Iron Road に掲載をさせていただいたことに深く感謝。 

動画スライドにもさせていただき、私の頭整理の資料集としていつも活用しています。 

「鉄」の名前が舞えるのは残念ですが、開設以来 培ってこられたユーラシア大陸諸国との連携・交流を一層深め、 

産業考古学・古代鉄の分野にこだわらず、さらなる展開・活躍をしていただけるよう期待しています。 

ありがとうございました。 和鉄の道にアクセス戴く皆さまにも何かのお役に立てばと。 

                

 2020.3.1. 和鉄の道・ Iron Road    

 From Kobe  Mutsu Nakanishi 



 愛媛大古代鉄研究所「鉄の起源・伝播ユーラシア大陸各国研究連携ロジェクト」概要記録 

【概説スライド】ベールを脱いだユーラシア大陸中央の草原を東西を結ぶ古代の鉄東遷の道 

≪ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road≫ Review 記録 2016. 1 .7. 

【スライド動画】https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01.mp4 

≪ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road≫  

愛媛大古代鉄研究所「鉄の起源・伝播ユーラシア大陸各国研究連携ロジェクト」概要記録 

ベールを脱ぎつつあるユーラシア大陸の東西を結ぶメタル ロード・鉄の道 

■ mp4スライド動画  【5:47・39MB】    ■ 動画のphoto Album【p41・9MB】 

【PDF Photo Alubum】https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01photo.pdf 

     【PDF Web File】https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01.pdf 
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    口絵  ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東伝の道                           

シルクロード以前に 砂漠地帯の北側の山裾にひろがる草原を東西に結ぶ古代鉄文化東遷の道があった 

ヒッタイト以前に西アジア地中海沿岸で銅生産の副産物として誕生した人工鉄 東遷の道 

 

 

10年にわたる愛媛大が推進するユーラシア大陸連携プロジェクトにより、シルクロード以前にユーラシア大陸の東西を

むすぶ古代鉄文化東伝の道が発見された。 これにより、人工鉄の起源地西アジアから東アジアへの人工鉄・鉄技術

と共に鉄文化のユーラシア大陸東遷の道 そして 日本のたたら製鉄の源流を辿る道筋がほぼ解明された。 

 



 

【PDF File】http://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/Asian%20Metal%20Road.pdf 

  

http://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/Asian%20Metal%20Road.pdf


 

 



愛媛大学 東アジア古代鉄文化センター 第一回国際シンポジューム 

 1. 中国西南地域から 古代東アジアの歴史を探る    2007.10.27          

      中国 揚子江文明・「青銅器・鉄」の先進地 四川成都高原の古代製鉄遺跡の合同発掘調査成果報告 

聴講記録 「中国西南地域の鉄から 古代東アジアの歴史を探る 鉄の起源を求めて」 

ヒッタイト・ツタンカーメンの鉄そして四川をつなぐ西南シルクロードがたたらの源流??? 

日本のたたら製鉄の源流を考える日本のたたら製鉄の源流を考える 

◎ 四川省 成都平原 古代製鉄遺跡 中国/愛媛大合同発掘調査 成果報告 

◎ 添付整理 東アジアへの製鉄技術の伝播 年表調査 まとめ  日本のたたら製鉄のルーツを求めて 

  中国の製鉄史をおしえてもらい、日本・朝鮮半島・中国の古代製鉄史を比較検討できるよう整理 

 【PDF File】 https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/8iron02.pdf        

 

 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/8iron02.pdf


【 概   要 】 

  

中国に伝播した鉄の始まりは「金」よりも貴重な鉄それは中国西南地域での青銅柄・金柄鉄剣に使われた塊錬鉄だった。 

それらは 南の西南シルクロードから四川や天山山脈の砂漠地帯のオアシスをつなぐオアシス路から河西回廊を経 

由し、揚子江流域から中国の中心部黄河流域の「中原」へと広がってゆく。 

エジプト ツタンカーメン金柄短剣と中国西南地域で青銅柄・金柄鉄剣に使われた塊錬鉄 鉄が金より貴重な時代があった 

西アジアで生まれた人工鉄がユーラシア大陸を東遷して日本のたたら製鉄につながった和鉄の歴史 

   その歴史をひも解くにあたって 最初に 日本に一番密接につながる中国の製鉄の歴史を検証 

塊錬鉄法で伝播した製鉄法が その後まもなく巨大な製鉄炉を有する溶融法へ大きく展開した中国の製鉄の歴史 

その歴史を検討するため 中国青銅器時代に貴重な鉄器が出土する四川の伝播初期の製鉄技術の変遷調査  

・「エジプトのツタンカーメンの鉄」そして「中国西南部長江流域を中心に偏在する金柄や青銅柄に装着された鉄剣」など 

約２８００年前 西アジアの端で作られた人工鉄で作られた人工鉄器「鉄」は「金」よりも貴重な時代があった。 

  それら青銅器時代に出現する初期鉄器は隕鉄または塊錬鉄法で作られた人工鉄だった。 

  また この初期鉄器が出現した揚子江流域を通る西南シルクロードき稲作文明伝来の道としてよく知られているが、

四川周辺は鉱物資源に恵まれた古くからの鉄の主生産地でもあり、西南シルクロードは南の鉄の道でもあった。 

・この塊錬鉄法とは鉱石を比較的低温で半溶融還元して 炉を壊して海綿状になっいる鉄を取り出し、不純物を鍛錬で 

叩き出して素材を作り出す方法。一方 現代の製鉄法は鉄鉱石を溶融溶還元反応で炭素含有量の高い溶融銑鉄をつく 

り、それを再度 別の炉の中に入れ、酸素を吹き込むなど溶融脱炭して強靭な「鋼」を作る溶融銑鉄法(間接製鉄法)。 

塊錬鉄法は高温が安定して得られなかった時代の産物である。 

・塊錬鉄法(直接製鉄法)では小さい鋼塊しか作れなかったが、その後 中国では製鉄炉を高温にする技術や脆い銑鉄を

強靭にする処理法を編み出し、漢代の半ばには「溶融銑鉄法」が主力となる。 

 

中国の「青銅器・鉄」の先進地 四川成都高原の古代製鉄遺跡の合同発掘調査・出土遺物・遺構から見えてくるもの 

 

日本に鉄器が伝わってから製鉄技術習得まで約８００年。中国に伝わった塊錬鉄の製鉄技術は、約１５００年を経て日

本に伝わった「たたら製鉄の源流」。しかし、日本で鉄生産が始まる時には 東アジアの製鉄技術の先進地中国をはじめ、

周辺諸国でも巨大な製鉄炉を用いた溶融銑鉄法に切り替わり、塊錬鉄法は消え去ってしまっていた。  

日本では、手本が見つからぬ中で「砂鉄」というユニークな製鉄原料に出会い、塊錬鉄法を踏襲しつつ「たたら製鉄」

を育んだ。日本独自の製鉄技術といわれる所以である。 



漢代中期 BC1世紀前後には銑鉄を加熱脱炭して鋼を作る技術(ショウ鋼法)を発明し、大量に強靭な鋼を作る技術が中

国で確立。漢は鉄官を置いてこの技術を管理し、周辺諸国を圧してゆく。中国製鉄史上重要な転換点。 

後漢時代になると 巨大な大量量産が可能な溶融銑鉄法による銑鉄生産が中心になると共に、鍛錬技術も発達し、 

百錬鋼といわれる反復鍛打の鋼が作られる。 

● 丗錬・五十錬・百錬と記載された金錯の紀年銘をもつ鉄剣・鉄刀がみられ，製鉄炉の改良、更なる大型化が進む。 

● 省古栄鎮製鉄炉では 内容積５０㎥(長径5.95 短径4.35 高さ4.59m 復元推定)にも達する。 

そんな歴史の中、中国に製鉄技術が最初に伝わったのは西南シルクロードにつながる西端の四川。 

青銅器時代から数多くの初期鉄器が出土し、また 今回の発掘調査等でいくつも古代の製鉄遺跡が見つかり、数多くの

新しい知見が得られた。 

  

 

  

今回の発掘調査を聞いて一番びっくりしたのは、古石山遺跡で１世紀後漢時代の巨大製鉄炉がそっくりそのまま出土し 

たこと。中国の製鉄炉は巨大な製鉄炉といわれてきたが、ずっとと半信半疑。見るのは初めて。 

レンガで築かれていたため、炉壁が残り、炉全体の高さはほぼ4.5m と推定されるという。 

一瞬 炉壁が残っている鹿児島知覧で見た石組製鉄炉をイメージしましたが、映し出される周辺の人の大きさからも、 

その巨大さがわかる。 ｢羽口(ランス)はどうだったろう｣ と目を凝らしましたが、残念ながら羽口は出土せず。 

でも ｢本当だったのだ。 中国の巨大製鉄炉は・・・・｣。 日本のたたら製鉄とは本当に規模がちがうと・・・・。 

また、この製鉄炉が出土した周辺の崖は鉄滓の集積した崖で、その量は１０万㎥に達するという． 

出土年代は土器片から後漢１世紀頃と見られ、前漢以前の製鉄伝来初期の塊錬鉄の炉ではないが、巨大製鉄炉の存在は 

この地が大製鉄地帯であった立証であろう。 

「なぜ漢の時代の前に｢秦｣が四川を攻め また、三国時代 蜀がこの四川に都を置いたのか不明であったが、文献が示す 

とおり、この地が大製鉄地帯であった」との村上教授らの見解にも理解ができた。すごい発見である。 

2007.10.27. シンポジュウムに参加して By Mutsu Nakanishi 



愛媛大学東アジア古代鉄文化センター 第2回歴史講演会  2008.4.26. 

 2. 聴講記録 「モンゴル･アウラガ宮殿における鉄鉄器生産の一様相」            

     チンギス・ハンのモンゴル 帝国を支えた鉄  モンゴル・アウラガ遺跡で大鍛冶工房を発掘  

 

 
    「ユーラシア大陸にまたがる史上空前の大帝国を支えたのは 鉄ではないか? 」 

       遊牧民モンゴルの力の根源は「鍛えた騎馬と略奪」ではなく「鉄」 

 【PDF File】 https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/8iron06.pdf              

               【 概   要 】  

■ 愛媛大学が調査に加わった2005 年の調査で チンギス・ハンの宮殿遺跡で鉄器の大工房の存在が推定。  

2008年 チンギス・ハンは宮殿の中心街に大規模な鉄器の生産工房をもっていたことを確認 

モンゴルの首都ウランバートルから東約２５０キロのヘルレン川沿いの草原地帯にあるアウラガ遺跡。 

東西約１２ ０ ０ メートル、南北約５００メートル １３～１５世紀のチンギス・ハンの最大根拠地 「大オルド」 

モンゴル帝国を築いたチンギス・ハンの力の源泉は「鉄」。周辺諸国を制圧し、「鉄素材」の供給ルートを確保し、本拠

地の宮殿街で鉄器生産工房を営んでいた。その生産工房で供給される鉄器を使って、さらに騎馬軍団を最強のものにし

て、世界制覇に進んでゆく。 

モンゴルの力の根源を示す騎馬用の鉄製大車輪金具等々の鉄器。 遊牧の民が経営する組織的な大鉄器工房。 

鉄器の大量生産がチンギス・ハンの急速な勢力拡大の背景にあったことを裏づける一級の発見として注目されて

いる。モンゴルの草原には鉄山がなく、製鉄は行っていないが、草原の大鉄器生産工房。その素材は何処からか? 

  

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/8iron06.pdf


また、モンゴル・アウラガ遺跡に各地の人たちが数多く暮らしていたことが明らかになっていて、モンゴルの遊牧民が暮

らす中央アジアの草原を東西に結ぶ草原の道の存在がにわかに注目を集めている。西アジアで生まれた人工鉄・製鉄技

術のユーラシア大陸東遷の道として、砂漠地帯のオアシスを結ぶシルクロードの北 草原の道が強くイメージされる。 

1206 年にモンゴル高原の遊牧民を統一したのち、彼らの後継者たちは、12世紀から14 世紀にかけて、西は東ヨ

ーロッパ、アナトリア(現在のトルコ)、シリア、南はアフガニスタン、チベット、ビルマ、東は中国、朝鮮半島に及ぶ

大帝国を築きあげたチンギス・ハン。中国では元朝を興し(1271 年～1368 年)、その時日本に侵攻しました。 

有名な文永の役(1274 年)・弘安の役(1281 年)です。 

日本・モンゴル共同調査隊が発掘をすすめるチンギス・ハンの宮殿址アウラガ遺跡では毎年新たな発見がつづいていま

す。2007 年には鉄器生産に関する重要な発見アウラガ遺跡で大規模な鉄器生産鍛冶工房を発掘がありました。 

モンゴル帝国といっても遊牧の民。移り住む生活の中で、略奪により大きくなったとの印象がありましたが、モンゴル

の騎馬軍団はきわめて、組織的で1 枚岩。鉄器生産体制も極めて組織的で、草原の真っただ中であるにもかかわらず、

大規模な生産が続けられ、その証拠を思い起こす鉄器製品が数々出土している。 

鉄製の大きな馬車の車輪金具。その馬車に住居であるゲルをそのまま積み、馬60頭で曳かせたという。そんなことを

可能にする大きな鉄の車輪止め金具が幾つも見つかっているという。 

       アウラガ遺跡の鍛冶工房遺構から出土した鉄遺物が語るモンゴルの優れた鉄器生産技術 

  
 1. インゴットの存在 標準化された鉄素材が中国北東部の鉄山から運びこまれ、安定品質の鉄器が量産 

  2. 鉄の車輪     モンゴルの強固な戦車と武器の製造技術が確立されている。 

  3. 周辺諸国の    契丹「鑌鉄」と呼ばれる良質の鉄や西夏の鍛冶炉・鍛冶技術などの先端技術の取込 

先端技術    塩水焼き入れの技術も 

 

 



愛媛大学東アジア古代鉄文化センター 第6回国際シンポジュウム 2008.12.15. 

 3. 聴講記録 ｢鉄と帝国の歴史 -ヒッタイト・中国・大モンゴル- ｣              

「鉄」が巨大帝国を作り上げ、大きな社会変革を成し遂げた」 そんな「鉄・鉄技術」とは何か？ 

 

 【PDF File】https://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/2008iron/8iron12.pdf            

【概 要】 

｢鉄｣が巨大帝国を作り上げ、大きな社会変革を成し遂げ た｣ そんな｢鉄・鉄技術｣とは何か? 

  ユーラシアに興った大帝国 ヒッタイト・中国・大モンゴル の「力の源泉・鉄」について検討 

｢鉄 は国家なり｣ その原動力は単に｢鉄｣を有していたからではなく、 

常に鉄の先端技術 ｢良質 の鉄『鋼』｣の技術保有が周囲を圧して、大きな社会変革・帝国成立 を成し遂げた 

 

 

＜ユーラシアに興った大帝国の「力の源泉・鉄」の歴史 ヒッタイト・中国・大モンゴル ＞ 

1. トルコ カマン・カレホユック遺跡の発掘で人工 鉄の起源は少なくともヒッタイト以前にまで遡れる。  

    ヒッタイトはそれ以前の鉄の生産技術を受け継ぎ発展(品質・生産させることで帝国を築いた。   

    その「鉄」が「良質の鉄・鋼」。 そんな「鉄の起源」を探る 1万年の 歴史が整然と堆積して詰まる 

タイムカプセルが 「カマン・カレホユック遺跡」  

  2. 中国 中国最古の人工鉄器は紀元前 7世紀 西周後期河南省西部の山門峡市の貴族の墓から出土の 

銅柄鉄剣(玉柄銅心)鉄は塊錬鉄。その後それら先端技術を担った国 々が戦国時代を経て数々の鉄 

の品質・生産の 先端技術を編み出しながら国を作ってきた。   

   秦の始皇帝に始まり、前漢・後漢の時代 鉄の産地に鉄官が置かれ、国の基幹と なった。  

    【編み出された鉄の品質・生産の先端技術】   

     ● 鋳鉄の表面脱炭法や鍛造・焼き入れなど錬鉄の硬化法による硬さの改善    

     ● 鋳鉄脱炭による｢鋼｣の製造技術確立・油焼入れ法   

     ● 大型炉による鋳鉄法による大量生産 百錬鉄の反復鍛造 など  

  3.モンゴル 鉄資源のない｢モンゴル｣が周囲の鉄山・鉄の工人を次々と獲得し、鉄資源と鉄器製造の 

先端技術を得て、アウラギ宮殿遺跡の一角に大鉄器コン ビナートの鉄器量産体制を作り上げて 

大モンゴル帝国・世界支配を成し遂げた。  

      ● インゴットの存在 中国北東部から運びこまれた標準化された鉄素材と安定品質の鉄器量産 

       ● 鉄の車輪 モンゴルの強固な戦車と武器の製造技術が確立されている。 

       ● 周辺諸国の先端技術 契丹「鑌鉄」と呼ばれる良質の鉄や西夏の鍛冶炉・鍛冶技術などの 

先端技術の取込 塩水焼き入れの技術も 

ユーラシア大陸の東西をつなぐ、金属器・鉄器文化伝播草原の道≪Metal Road & Iron Road≫の存在 

愛媛大学が進めてきた≪Metal Road & Iron Road≫の探求の各国連携発掘調査研究プロジェクトの成果として 

紀元前 12世紀ごろヒッタイトが発明した製鉄技術がユーラシア大陸を東伝して、早くからインド・中国に伝えた東南

シルクロードと呼ばれる交易路わったばかりでなく、 黒海・カスピ海の北岸からユーラシア大陸中央の草原を通

って、西シベリアやモンゴルにまで伝わっていることが明らかになってきた。 

古くからあったという。これらの鉄の道の存在が 鉄の先進技術伝播・習得に大きな役割を果たし、 

大帝国の歴史を作り上げた友いえる。 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/2008iron/8iron12.pdf


 愛媛大学東アジア古代鉄文化センター国際シンポジュウム  

  4. たたら製鉄の歴史と技術 聴講概要   2009.11.28.               

 
  【PDF File】 https://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/2009iron/9iron14.pdf           

               【 概 要 】 

愛媛大東アジア古代鉄研究所は 2007年以来ユーラシア大陸諸国との連携調査プロジェクト「鉄の起源・ユーラ

シア大陸の東西を結ぶ鉄東遷の道 探求」を推進して約3年、東アジアの鉄文化研究に数々の新しい知見と成果を

挙げつつある。一方 日本列島における鉄技術や文化の研究も重要な研究課題。 特に復元実験手法を取り入れた

たたら製鉄の源流探求の研究は 現代につながる数多くの製鉄技術の姿・歴史を浮き堀にしている。 

今回の国際シンポは外国の研究者にも日本のたたら製鉄をよく理解してもらう機会に。 

たたら製鉄に焦点を合わせ、考古学・伝統的製鉄技術・金属学など多角的な視点からとらえ、たたら製鉄の実際を

明らかにし、相互共有する。  

「たたらを科学する」試みと村上恭通愛媛大東アジア古代鉄研究センター長は予稿集に記している。 

   

各講演ならびに予稿集「たたら製鉄の歴史と技術」には各講演者の膨大な生 Data・図表が整理し

て掲載されている。本資料に逐次掲載しきれないので、各講演の要旨まとめのみを掲載。 

詳細は 愛媛大 東アジア古代鉄文化研究センター第一回鉄文化シンボジウム予稿集「たたら製鉄

の歴史と技術」2009.11.28&29 を参照されたい。 

 愛媛大第 1 回鉄文化シンボジウム予稿集「たたら製鉄の歴史と技術」2009.11.28&29   

 1. アジア製鉄史とたたら製鉄技術成立史 愛媛大 東アジア古代鉄研究センタ長 村上恭通教授 

2. たたら吹製鉄の成立過程  岡山県古代吉備文化財センター 上栫武氏 

   3. たたら製鉄と古代・中世の製鉄の復元  国選定保存技術者 木原 明氏 

4. たたら製鉄の冶金学的解析  永田和宏氏 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/2009iron/9iron14.pdf


1.アジア製鉄史とたたら製鉄技術成立史 愛媛大 東アジア古代鉄研究センタ長 村上恭通教授 

 

   

  

2. たたら吹製鉄の成立過程  岡山県古代吉備文化財センター 上栫武氏 

     1 .たたら吹製鉄法が成立する過程を下記の視点から考古学的検討をする 

 ①砂鉄 ②木炭 ③地下構造 ④製鉄炉 ⑤高殿 ⑥三内 

      2. たたら吹製鉄法に２つの画期 

      1.古代末～中世初頭 たたら吹製鉄法の萌芽期 床釣りの祖形と考えられる地下構造の出現 

      2.近世中期永代たたらの確立期  たたら吹製鉄の基本的要素が完備 

  3. たたら製鉄と古代・中世の製鉄の復元  国選定保存技術者 木原 明氏 

      

  4. たたら製鉄の冶金学的解析  

   1. はじめに 各種玉鋼の分析値 2. たたら炉の構造 3. .羽口の構造 4. 鞴の構造と送風能力 

5. 創業時の風の流れと炎の出方  6.操業による炎の色と高さ変化  

7. 操業温度と炉内酸素分圧分布  8.たたら操業 物質収支と熱収支 

9 たたら製鉄に必要な送風量  10.送風管内の圧力損失 11.送風における砂鉄飛散条件 



 5. ナイル川中流域 古代スーダンの製鉄遺跡 世界遺産 鉄の都メロエ遺跡  2012.1.5  . 

 

 

アフリカで初めて製鉄技術を手に入れ、繁栄した黒人王国 古代スーダンのメロエ=クシュ王国(BC6世紀～AD4世紀) 

   紀元前6世紀から紀元後4世紀 ナイル川中流域に繁栄した黒人の王国メロエ=クシュ王国の中心都市 

    エメロの王都やピラミッド群の周辺には大量の鉄滓の山がいたるところにあり、アッシリアから導入した 

製鉄技術が高度に発達し、鉄の王都といわれ、アフリカーの製鉄技術伝播の重要都市と言われる 

   

 【PDF File】 https://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/2012iron/12iron01.pdf    

                             【 概 要 】 

 

 

 

6. 愛媛大学東アジア古代鉄研究所  第６回国際シンポジュウム  2013.11.9. 京都府埋文調査研究センター 関広尚世氏よりメロエ遺跡の調査発表資料を 後日お送りいただきましたので 資料添付 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/2012iron/12iron01.pdf


  6.  東西ユーラシア大陸を結ぶ金属器・鉄器文化の道《Metal Road & Iron Road》探求     

          聴講記録  「鉄と匈奴  遊牧国家像のパラダイムシフト」          

BC3世紀～AD1世紀 モンゴルの遊牧の民「匈奴」が独自の製鉄技術を持っていた 

遊牧民のモンゴルが草原に 大鉄器生産工房ばかりでなく製鉄遺跡を発見 

   

     

 

【スライド動画】https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo.wmv 

【Web File】https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo00.htm 

【PDF File】https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/2013iron/13iron13.pdf 

【 概 要 】 

 

匈奴・モンゴルの草原で製鉄遺跡(ホスティング・ボラグ遺跡)の発見と発掘の意味すること 

東西ユーラシア大陸を結ぶ金属器・鉄器文化の道《Metal Road & Iron Road》草原の道の実証 

紀元前12世紀ごろヒッタイトが発明した製鉄技術がユーラシア大陸を東伝する。 

黒海・カスピ海の北岸からユーラシア大陸中央の草原を通って、西シベリアやモンゴルにまで伝わっている

ことが明らかになり、 シルクロード以前に、古くからユーラシア大陸の東西をつなぐ、金属器・鉄器文化伝

播の草原の道≪Metal Road & Iron Road≫があったということも 次第にあきらかになってきた。 

たたら製鉄の源流である。 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo.wmv
https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo00.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/2013iron/13iron13.pdf


 

 

 

 



     愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター国際学術シンポジウム  大阪 2015. 12 .6. 

 7.「古代世界の鉄生産 中近東から東アジアまで」聴講記録                   

   

 

西アジアに起源を持ち、ユーラシア大陸を西から東へダイナミックに伝播し、そして日本に製鉄技術がもたらされた。 

愛媛大学の約10年の長きに渡る中国やモンゴル、トルコ、ロシア・ハカス共和国、カザフスタンなどのユーラシア 

大陸諸国や日本の研究者をも巻き込んでのユーラシア大陸諸国での製鉄遺跡の共同調査 および研究交流推進。 

「鉄の起源並びに時代を超えた製鉄技術伝播の道<メタルロード>解明の連携プロジェクト」推進で鉄のユーラシア大 

陸東遷過程を探る。これら連携による諸国の鉄生産の調査をつなぐことにより、人工鉄起源地西アジアからユーラシ

ア大陸の中央草原を西へ結ぶ鉄のユーラシア大陸東遷の道「草原の鉄の道」が見えてきた。 

 【PDF File】  https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron18.pdf    

                  【 概 要 】 

■人口鉄を初めて作ったとされるヒッタイト以前の最古の鉄の発掘 従来のヒッタイトによる人工鉄起源説を覆す発見 

■鉄の起源に迫る銅製錬と密接な関係を示唆するパレスチナ・キプロスでの多数の出現期鉄器の存在確認と 

パレスシナの製銅遺跡出土の鉄滓・小鉄塊の調査 

■ヒッタイト滅亡後 鉄のユーラシア大陸伝播の出発点 

黒海東岸ジョージア(草原の道の出発点?)の製鉄遺跡群  

調査  

■ロシア 西シベリア・モンゴル匈奴の製鉄遺跡発掘調査と  

塊錬鉄法製鉄炉の発掘によるユーラシア大陸の東西を結ぶ草原の道のルートの発見 

■西南シルクロードに近い中国の鉄の先進地 四川成都高原の蜀・漢代の製鉄遺跡の調査と 

溶融製鉄技術の進化等々中国の製鉄技術史に新視点 

■また、インド・スリランカ・東南アジア伝播の道も。 

今回はプロジェクト推進関係諸国の研究者が一同に会してのプロジェクトの成果レビュ-を兼ねて、このプロジェク

トが発見確認したユーラシア大陸の東西を結ぶ製鉄技術東遷の草原の道のレビュー報告会。 

来年にはこの連携プロジェクトの一括成果をまとめて国際会議を開き 区切りをすると聞く。 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron18.pdf


愛媛大古代鉄研究所「鉄の起源・伝播ユーラシア大陸各国研究連携ロジェクト」報告会 聴講記録まとめ 

 8. 鉄の起源・鉄の伝播探求 成果 Review 2015     2016. 1 .7.            

【スライド動画】≪ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road≫ 

 

 

【スライド動画】https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01.mp4 

【PDF Photo Alubum】https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01photo.pdf 

     【PDF Web File】https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01.pdf 

           ■  mp4スライド動画  【5:47・39MB】    ■ 動画のphoto Album【p41・9MB】                

【概 要】 

ベールを脱ぎつつあるユーラシア大陸の東西を結ぶメタル ロード  

成果内容をスライド動画にしてReview しました 

 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01photo.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01.mp4
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1512keage.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01photo.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad2015.pdf


      大阪弥生文化博物館 2016年春季特別展「鉄の弥生時代 - 鉄器は社会を変えたのか? -」展  

 9  村上恭通教授講演 「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」聴講メモ          

   

     愛媛大村上恭通教授講演スライド集抜粋整理 & 図録整理   2016.4.30. 

     

【PDF File】https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/2016iron/16iron06.pdf 

  【スライド動画】  https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/2016iron/16iron06.mp4            

                  【 概 要 】 

1. 村上恭通愛媛大学教授講演 

スライド 60枚を使って講演されたに村上恭賀通教授の講演要旨をまとめて掲載 

村上教授らの愛媛大学「鉄の起源・伝播ユーラシア大陸各国研究連携ロジェクト」の推進見つけたユーラシ 

ア大陸中央の草原を西から東へ 鉄東遷の道・Metal road を紹介すると共に、特に中国への鉄伝来とその後の展

開に影響を与えた南西シルクロードとその後の中国独自の展開が東アジアの製鉄技術展開をレビュー。 

これら南北2つの鉄の道が日本たたら製鉄の源流へ。 

また、東アジアの製鉄技術史の相互検討にあたっては日本のたたら製鉄へのつながりを」検討すするととも 

に、東アジア諸国同時代の接点を比較するのではなく、それら諸国 特に中国、朝鮮半島がいかにして鉄器化した   

社会を築き上げたのか、そのプロセスを検討することが重要と視点を示し、東アジアへの鉄の東遷とその発展史を 

概説。納得の視点である。 

 

  鉄とその価値の創出 

  

 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/2016iron/16iron06.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/2016iron/16iron06.mp4


【スライド60枚を使って講演されたに村上恭賀通教授の講演要旨をまとめリスト】 

  1. 弥生時代の鉄を眺める視点について  

 東アジア諸国同時代の接点を比較するのではなく、それら諸国 特に中国、朝鮮半島がいかにして鉄器化した   

社会を築き上げたのか、そのプロセスを検討することが重要 

  2. 鉄とその価値の創出 鉄が発見発明されてむ実用されるまで 3つのstage 

    3. 黒海とカスピ海に挟まれた陸橋 「文明」と「辺境」の境界 コーカサス地方 

コーカサス地方が育んできた銅文化 マイコップ文化の地 コーカサスで銅柄鉄剣が出土する 

    4. 金属東方伝播の出発点 黒海北岸～カスピ海北岸   製鉄技術の東方伝播 中央アジアへ 

    5. 中央アジア・北アジアにおける利器の鉄器化 

(1) 中央アジア(カザフスタン)の後期サカ文化 ・南シベリアのタガール文化後期 ハカス共和国 

(2) 匈奴時代   併行期の南シベリア鉄製品は武器(短剣)が多い。利器の多くは青銅器である ウィバット遺跡 

    6.中国における利器の鉄器化 

1. 鉄の出現は殷代後半期 紀元前13～12 世紀     2. 隕鉄を利用したバイメタル製品 鉄刃銅鉞 

3. 中国北西部における人工鉄の発見  中央カザフスタン産の錬鉄  中国北西部に搬入の可能性大 

4.黄河流域 西周末期以降 製鉄の可能性            5.長江流域 鋳造鉄器の早い普及 

     7. 中国周辺地域における利器の鉄器化 

(1) 滇文化(前漢併行)の鉄器化 鉄は限定的に使用 :バイメタル 希少価値・宝物的扱い 利器の主体は青銅器 

        . (2) 東夷 ロシア極東地方の鉄   青銅器の発達の見られぬ地域である  

● 松花江流域では小型在地鉄器+大型漢系鉄器  

●ロシア沿岸地方では鋳造鉄器片の再加工あり。小型在地鉄器+漢系鋳造鉄斧 

    8.  ユーラシア大陸と日本列島・弥生文化の鉄 

中近東から中国まで温存されてきた鉄という材質に対する認識 希少性・宝器性やある種の金属・鉄器に対す 

る信仰を伴う技術の伝播が日本への伝播当初には伝わらなかった。 

日本伝来した鉄の始まりは 鋳造鉄斧等の利器であり、それらが 信仰の対象や希少性・宝物性を持って副葬さ 

れることはなかった、 

当初 日本に伝来した初期鉄器は利器と認識されて伝来したことが特異だということか????? 

朝鮮半島南部の初期鉄器でも多数の青銅器に伴い、希少価値的扱いが行われており、青銅器の鋳造道具(鋳型) 

副葬も朝鮮半島南部でも行われるが、弥生の日本には伝播しなかった。 

しかし、日本に鉄器が伝来した弥生時代 鋳造鉄器片の再加工品や 朝鮮半島からの影響か 祭具と考えられる鉄   

戈斎斧?と考えられる袋状鉄斧が出土するようになり、後期後半には種々の鉄製副葬品も現れてくるなど伝来 

した鉄器の性格の変化が起こる。 鉄の宝物性をいつから認識するのだろうか? 

  2. 弥生時代の鉄理解の疑問?  

   今回の特別展のテーマでもあった「弥生時代の鉄 理解の疑問 ?」について、今回 認識を新たにしたことを含

め、今までホームページに掲載してきた記事を含め、読み直して私の抱いている疑問 整理してみました。 

◆ 弥生時代の鉄は社会を変えたのか? 弥生時代の鉄への疑問? リスト 

  

  いまだに 解決 コンセンサスが得られているものはない。いずれも弥生の時代感に影響する課題である 



  10.   愛媛大学国際学術シンポジウム 「たたらの原世界 -日・中・韓の中世製鉄-」               

  

 

日本・中国・韓国の同時代のたたら製鉄の検討レビュー そこから見えてくるものは・・ 

伝統的な日本製鉄の到達点とも言える近世たたら製鉄。その原型は中世にさかのぼる。 

各地でこの時期の製鉄炉の調査・研究が実施され、近世たたら製鉄への移行の様子が明らかになってきた。 

日本・中国・韓国 最新の発掘成果を紹介していただきながら、東アジア全体の中世製鉄に関して議論を深める 

 【PDF file】https://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/iron15/1902matsuyamaweb.pdf        

【 概 要 】 

今まで自分がイメージしてきた思いが、随分違っているのにまずびっくり。また、それらの差が技術のスタ-トから

の差異だとの思いもあったのですが、それぞれの地域の中で育まれた技術展開でした。 

  1. 中世唐末宋代中国の製鉄「石炭・大型上吹き送風技術あっての中国の巨大製鉄炉」 

丘陵傾斜地に彫り込んだ 巨大石張り炉と大型鞴の巨大製鉄炉で直ぐそばには炒鋼炉 

  

2. 中世韓半島の製鉄の中心は忠州 大型上吹技術に石築の炉体強化技術あっての石築製鉄炉 

高温での溶融銑鉄中心と見られる石築型地上炉の出現と製錬・鍛冶諸施設配置が整う 

     

3. 中世日本の製鉄炉、砂鉄原料の安定活用の為、きめ細かく炉内の高温安定をきわめた炉底下部構造 

を有する箱型炉 近世の出雲永代たたら製鉄の 

原型が形づくられて行く。 

それぞれの国の中で編みだされた製鉄の進化系。ルーツは

一つながら、それぞれが出会い・育み、つないでいった技

術であったと理解できた 

   

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/iron15/1902matsuyamaweb.pdf


番外-1 図表 人工鉄の起源とユ-ラシア大陸における鉄の発展史  2015.12.6. 

ユーラシア大陸の東から西へ 「鉄」東遷の道 ユーラシア大陸の Iron Road 

                        添付 東アジアの製鉄技術の歴史 

【PDF file】http://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/Asian%20Metal%20Road.pdf 

 

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/Asian%20Metal%20Road.pdf


       愛媛大学東アジア古代鉄文化研究センターアジア歴史講演会  2013.1.26  

 番外-2「考古学における新年代論の諸問題」資料図抜粋によるC14年代計測法の現状整理 

  新井宏氏 講演「考古学における新年代論の諸問題」聴講整録 

  
 【PDF file】http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/2013iron/13iron03.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/2013iron/13iron03.pdf


番外-3 「鉄の話あれこれ」金属にも「水」と「油」がある「銅」と「鉄」の二相分離   2014.8.1. 

    「トルコカマンホュック遺跡から出土した世界最古の鉄滓・小鉄塊(ヒッタイト以前の 

青銅器時代)は含鉄銅鉱石の鉱滓から抽出したものでないか?」との説を聞いて 

 

【PDF file】http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014iron/14iron09.pdf 

 

銅と鉄は金属の水と油。溶融しても両者は両者が混じりしあった合金を作らず、銅・鉄二相に分離して、比重の大きい

銅が下に鉄が上に二層分離する。 

製銅のプロセスの過程で、銅鉱石に含まれた鉄が二層分離してスラグ(カラミ)となって上層に浮かぶのはよく知られて

いる。この反応過程で 温度や環境そして原料鉱石の不均質などで、部分的に還元雰囲気が形成されると小さな鉄粒が形

成され、スラグ内に取り込まれる。 

「ヒッタイトの前の時代 青銅器時代西アジアの銅の主要生産地で 銅生産の副産物として人工鉄が誕生した」と話を

聞いたとき 直ぐ頭に浮かんだのが、この「鉄」と「銅」の二層分離。 

よく、古い精銅所所や銅山跡を訪れたことがありますが、聞くまでこの二層分離に思い至らず。 

でも 銅スラグ(カラミ)に磁石が引っ付くことはよく知っていたのですが……・ 

 

 

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014iron/14iron09.pdf


番外-4 島根県埋文センター 角田徳幸氏著「たたら製鉄の歴史」紹介を兼ねて   2019.12.10.  

      たたら製鉄始まりの謎 古代たたらの製鉄原料砂鉄は海を渡ってきたのか 

 

【PDF File】 https://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019iron/19iron08.pdf 

 

私が今一番知りたい古代たたら製鉄の始まりとたたら製鉄の製鉄原料砂鉄についての最新の情報をえたいと。 

1. 日本では たたら製鉄開始以前の3・4世紀日本各地の竪穴住居や古墳の副葬品として砂鉄が見つかっているが、 

その用途はよくわかっていない。 当時活発だった半島交流とつながっているのか・・・ 

2. 日本のたたら製鉄の開始は6世紀頃 たたら製鉄原料は鉄鉱石がスタ-ト。その後 砂鉄が製鉄原料に加わり、 

鉄鉱石・砂鉄原料の製鉄炉が一時併立するが製鉄炉は砂鉄原料ばかりになる。 

この砂鉄原料使用のモデルが朝鮮半島にあるのか・・・ それとも国内でうまれたのか・・・・ 

3. 日本のたたら製鉄の源流として 朝鮮半島の4 世紀の石帳里製鉄遺跡が論ぜられることがしばしば。 

この時代 すでに朝鮮半島では 大型の羽口1 本で炉に大量の風を送り、高温操業で製鉄原料を溶融して銑鉄を 

作る溶融法が主流に。石帳里製鉄遺跡ではたたらの源流と言われる塊錬鉄法での製鉄が並立していたという。 

原料には豊富な鉄鉱石焙焼で、細かく割った鉄鉱石微粒が使われている。 

さらに日本のたたら製鉄の始まりとは100年以上のへただたり。たたら製鉄の源流とは違うのか…・ 

4. そもそも鉄鉱石が豊富な朝鮮半島 砂鉄製錬が行われた遺跡があるのだろうか・・・・・ 

5 朝鮮半島の石帳里遺跡は4世紀の製鉄遺跡 一方日本のたたら製鉄が始まるのは6世紀 

約100年以上の空白を埋める遺跡が 朝鮮半島や日本で出土していないのか・・・ 

 

下記の諸図は2002年 国立歴史博物館のシンポジュームで教えていただいた穴沢義功氏「日本古代の鉄生産」の講 

演で示された古代製鉄年表の年表。私のイメージベースはこの年表 もう約20年近くなり、古くなっているかも。 

角田徳幸氏著「たたら製鉄の歴史」の記述の中の一部に 上記私の疑問に答えてくれるうれしい記載がいくつも盛り込 

まれていました。角田徳幸氏著「たたら製鉄の歴史」本の紹介を兼ねて一部を抜き書き紹介させていただきました。

 

 

 

 

                                  2020.3.1.   by  Mutsu Nakanishi 集成 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019iron/19iron08.pdf


       本集成に収録した 和鉄の道・Iron road 掲載 & スライド記録 リスト             

ベールを脱いだユーラシア大陸中央の草原を東西を結ぶ古代の鉄東遷の道 

≪ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road≫ 

愛媛大古代鉄研究所「鉄の起源・伝播ユーラシア大陸各国研究連携ロジェクト」概要記録 

全貌をスライド動画にしてReview 記録 2016. 1 .7. 

【スライド動画】https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01.mp4 

【PDF Photo Alubum】https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01photo.pdf 

 

1.  国際シンポ 聴講記録「中国西南地域から 古代東アジアの歴史を探る」  2007.10.27 

    中国 揚子江文明・「青銅器・鉄」の先進地 四川成都高原の古代製鉄遺跡の合同発掘調査成果報告 

「中国西南地域の鉄から 古代東アジアの歴史を探る 鉄の起源を求めて 

ヒッタイト・ツタンカーメンの鉄そして四川をつなぐ西南シルクロードがたたらの源流??? 

日本のたたら製鉄の源流を考える日本のたたら製鉄の源流を考える 

◎ 四川省 成都平原 古代製鉄遺跡 中国/愛媛大合同発掘調査 成果報告 

◎ 添付整理 東アジアへの製鉄技術の伝播 年表調査 まとめ  日本のたたら製鉄のルーツを求めて 

【PDF File】http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/8iron02.pdf 

 

2.  国際シンポ 聴講記録「モンゴル･アウラガ宮殿における鉄鉄器生産の一様相」 2008.4.26. 

    チンギス・ハンのモンゴル 帝国を支えた鉄  モンゴル・アウラガ遺跡で大鍛冶工房を発掘  

 「ユーラシア大陸にまたがる史上空前の大帝国を支えたのは 鉄ではないか? 」 

 遊牧民モンゴルの力の根源は「鍛えた騎馬と略奪」ではなく「鉄」 

【PDF File】https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/8iron06.pdf 

 

3.  国際シンポ聴講記録 ｢鉄と帝国の歴史 -ヒッタイト・中国・大モンゴル- ｣  

｢鉄｣が巨大帝国を作り上げ、大きな社会変革を成し遂げた｣ そんな｢鉄・鉄技術｣とは何か? 

【PDF File】 http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/2008iron/8iron12.pdf 

 

4.. 国際シンポ 聴講概要「たたら製鉄の歴史と技術」  2009.11.28. 

     
【PDF File】http://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/2009iron/9iron14.pdf 

 

5. ナイル川中流域 古代スーダンの製鉄遺跡 世界遺産 鉄の都メロエ遺跡 2012.1.5. 

         ヒッタイトの鉄伝播の重要都市 ナイル河中流域 世界遺産 スーダンの鉄の都 

【PDF File】http://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/2012iron/12iron01.pdf 

 

6. 国際シンポ聴講記録「鉄と匈奴  遊牧国家像のパラダイムシフト」 

 東西ユーラシア大陸を結ぶ金属器・鉄器文化の道《Metal Road & Iron Road》探求  

BC3世紀～AD1世紀 モンゴルの遊牧の民「匈奴」が独自の製鉄技術を持っていた 

遊牧民のモンゴルが草原に 大鉄器生産工房ばかりでなく製鉄遺跡を発見 

【スライド動画】http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo.wmv 

【PDF File】https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/2013iron/13iron13.pdf 
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7. 国際シンポ 聴講記録「古代世界の鉄生産 中近東から東アジアまで」大阪 2015. 12 .6. 

【PDF File】 http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron18.pdf 

 

  8. 鉄の起源・鉄の伝播探求 成果 Review 2015   2016. 1 .7. 

愛媛大古代鉄研究所「鉄の起源・伝播ユーラシア大陸各国研究連携ロジェクト」報告会 聴講記録まとめ 

【スライド動画】≪ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road≫ 

 

【スライド動画】https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01.mp4 

【Photo Alubum】https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01photo.pdf 

 

 9. 大阪弥生文化博物館 2016年春季特別展「鉄の弥生時代 - 鉄器は社会を変えたのか? -」展  

村上恭通教授講演 「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」聴講メモ  

【PDF File】http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/2016iron/16iron06.pdf 

【スライド動画】http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/2016iron/16iron06.mp4 

 

10. 国際シンポ 聴講記録「たたらの原世界 -日・中・韓の中世製鉄-」  

 

日本・中国・韓国の同時代のたたら製鉄の検討レビュー そこから見えてくるものは・・ 

【PDF file】http://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019iron/19iron01.pdf 

 

番外-1 人工鉄の起源とユ-ラシア大陸における鉄の発展史  2015.12.6. 

ユーラシア大陸の東から西へ 「鉄」東遷の道 ユーラシア大陸の Iron Road 

添付 東アジアの製鉄技術の歴史 

【PDF File】http://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/Asian%20Metal%20Road.pdf  

 

 番外-2 愛媛大学東アジア古代鉄文化研究センターアジア歴史講演会  2013.1.26  

新井宏氏 講演「考古学における新年代論の諸問題」聴講整録  

 「考古学における新年代論の諸問題」資料図抜粋によるC14年代計測法の現状整理  .   

【PDF File】http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/2013iron/13iron03.pdf 

 

番外-3 「鉄の話あれこれ」金属にも「水」と「油」がある「銅」と「鉄」の二相分離   2014.8.1. 

    「トルコカマンホュック遺跡から出土した世界最古の鉄滓・小鉄塊(ヒッタイト以前の 

青銅器時代)は含鉄銅鉱石の鉱滓から抽出したものでないか?」との説を聞いて 

【PDF File】  http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014iron/14iron09.pdf 

 

番外-4 島根県埋文センター 角田徳幸氏著「たたら製鉄の歴史」紹介を兼ねて   2019.12.10.  

      たたら製鉄始まりの謎 古代たたらの製鉄原料砂鉄は海を渡ってきたのか 

【PDF File】 https://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019iron/19iron08.pdf 
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    愛媛大学東アジア古代鉄文化センタ- 国際シンポジュウム 予稿集 

                2007-2019  Iron Road through Eurasia 

 

 1. 愛媛大学東アジア古代鉄文化センター設立記念国際シンポジュウム  2007.10.27. 

     中国西南地域の鉄から古代東アジアの歴史を探る 

 2. 第 2 回 愛媛大学アジア歴史講演会  2008.4.26. 

「モンゴル･アウラガ宮殿における鉄器生産の一様相」 

  3.  愛媛大学東アジア古代鉄文化センタ- 第2回国際シンポ重  2008.11.29.無 

           鉄と帝国の歴史 

  4.  第1回鉄文化シンポジュウム 2009.11.28. 

      たたら製鉄の歴史と技術 

  5. 第12回アジア歴史講演会 2012.10.26. 

     アジアとアフリカの境界で鉄に出会う  メロエ文明の鉄器生産とスーダン共和国の現状 

  6. 第6回国際学術シンポジュウム 鉄と匈奴 遊牧国家像のパラダイムシフト   2013.11.9. 

  7. 平成26年度大阪府立弥生文化博物館夏季特別展 遥かなるメソボタミア関連講演会 

      古代ユ-ラシア大陸のアイアンロード 鉄の歴史を探る  2014.7.19.  

  8. 第7回学術シンポジュウム 蜀地の鉄  分岐するアイアンロード   2014.11.15. 

  9. 第18回アジア歴史研究会 金属時代の黎明 -価値と技術-     2015.2.14. 

 10. 第9回国際学術シンポジュウム  東アジア古代鉄文化研究センター設立10周年記念 

  古代ユーラシア アイアンロ-ドの研究 2016.12.3. 

 11. 平成28年度大阪府立弥生文化博物館春季特別展 開館25周年記念講演会 

      鉄の弥生時代 鉄器は社会を変えたか? 2016.4.30. 

 12. 第10回国際学術シンポジュウム  文明と金属器 -普及とその過程-  2017.11.25. 

 13. 第11回国際学術シンポジュウム  たたらの原世界 日・中・韓の中世製鉄 



 

愛媛大学東アジア古代鉄研究センタの村上恭通教授が推進する国際連携プロジェクト「鉄の起源・ユーラシア大陸鉄東

遷の道探求」の研究成果を中心に制作されたNHK映像記録番組。たたら製鉄の源流 鉄の東遷と東アジアから日本へ

の伝来の状況を理解する貴重な映像資。 私にとっては Home page 開設当初からのライフワーク「日本の源流 和

鉄の道・Iron Road」ならびに約10年にわたり、毎年開催されてきた愛媛大学の国際連携プロジェクトの成果報告を

兼ねた国際シンポに参加聴講させていただいた記録全体像の理解をチェックできたうれしいまとめ映像資料。  

「鉄」の歴史や社会に果たしてきた役割を理解する好番組。貴重な画像が随所にあり、「 アイアンロード～知られざる

文明の道～」の視聴映像から 理解を深める私的画像資料として 取りまとめ私蔵しておきたくて作成。  

また、この番組のベースになった愛媛大村上恭通教授らの研究「鉄の起源・メタルロードの探求プロジェクト」報告国

際シンポ受講のスライドメモからコメントなどを少し追記して取りまとめました。 

私の私蔵資料 取扱いご留意ください。 

鉄は新しい時代 新しい時代の社会の成立にとって 非常に重要なアイテム  

鉄のイノベーションが新しい社会・時代を作ってきた  

------- 知られざる文明の道 アイアンロード  愛媛大教授村上恭通 

 

中西睦夫
スタンプ

中西睦夫
スタンプ



鉄のユーラシア大陸東遷 草原の道 東アジアで そして日本で

 

西アジアから東へ 鉄のユーラシア大陸東遷の道 

ユーラシア大陸の森林限界の山裾を結ぶ草原は今までほとんど注

目されなかった遊牧民の世界。最近の発掘調査研究プロジェクト

から、この遊牧民の世界に鉄文化が花開き、鉄の伝播ユーラシア

大陸・東遷に重要な役割を演じていたことが明らかになってきた。 

ユーラシア大陸の中央草原 遊牧民が暮らす世界。  

この草原地帯に想像すらできなかった数々の鉄文化の痕跡がうず

もれていた。鉄のユーラシア大陸東遷の道が今ベールを脱ぎ始め

た。 

人工鉄の誕生は西アジア。その鉄を独り占めしたヒッタイト。 

ヒッタイトの滅亡から、鉄のユーラシア大陸東遷が始まった。 

スタートはコーカサス山脈を北に越えたカスピ海北岸 ヨーロッ

パとアジアの境 北のウラル山脈から流れ込むウラル川を越える

とアジアである。東に森林限界に沿って東に延びる広大な草原地

帯が広がる西端で、そこには遊牧民スキタイが暮らす。 

アジアとヨーロッパそしてユーラシアを東西に結ぶ交通の十字路

でもある。 

西アジアから伝播してきた鉄を手にしたスキタイは馬を制御する

のに必須の強く扱いやすい鉄製の馬具「はみ」を作り出し、馬を

自由に操り、草原を駆け巡り周辺を圧する。 

この鉄の「はみ」誕生は騎馬による移動革命を巻き起こし、ヨー

ロッパからアジアの民族大移動の波を引き起こしつつ、鉄文化を

広範な領域に伝播させていく。 

そんな中で草原地帯に暮らす遊牧民たちによって鉄はユーラシア

大陸中央草原を東へ東へと伝播し、東アジアへ。 

 

ユーラシア大陸の東西を結ぶ草原の道に鉄の痕跡をたどる

と数々の鉄遺物や鉄文化の痕跡が点々とつながって 鉄の

道は東アジアに到達する。 

東アジア 南に中国は漢 北に匈奴・モンゴル。 鉄はこの東アジアでもまた、新しい展開を見せ、世

界を大きく変えてゆく。モンゴル匈奴と中国漢とが「鉄のイノベーション」戦争を巻き起こしつつ、対

抗して戦争が続く中、鉄を広くいきわたらせて、それぞれの社会・国を大きく変えてゆく。 

そして 中国から日本へと鉄の道は東アジアを大きく変貌させてゆく。 



  鉄のユーラシア大陸東遷の道 東アジアで     

鉄のイノベーションがもたらす新しい社会・時代 

 

強大な鉄の軍事帝国の出現と戦争 東アジアで鉄の道は二つに分岐する。それには中国と匈奴の長い戦争と両国そ

れぞれの鉄のイノベーション戦争を繰り広げつつ、独自の道をたどる。 

 匈奴の鉄のイノベーション 

鉄を産しない匈奴は周辺の鉄山から安定に鉄鉱石を確保し、国内に大製鉄所・鉄器工場を作り、品質の高い鉄素
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この匈奴のイノベーションした低温製錬塊錬鉄製錬法はさらに東へ東遷し、シベリアへ。 

 

中国・漢の鉄のイノベーション 
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上記した高炉で量産する高温溶融製錬法ならびに出来た鋳銑鉄を高靭な鋼に変える炒鋼法のプロセスは現代の製

鉄法 製銑・製鋼法の源流である。 

この2プロセスで強靭な鉄を作る方法は中国から朝鮮半島を経て日本に伝わる。 

東アジアでの匈奴と漢の対峙そして鉄のイノベーション戦争があって、東アジアに鉄の時代が開けたといえる。 

 

 



 

「鉄と米」 互いに足りないものを補いあってきたという朝鮮半島と日本の関係 

          今も続き、日韓交流は「鉄と米」の交換から始まったのかもしれない 

 

 



ご参考になれば  

 

Home page 開設当初からのライフワーク「日本の源流 和鉄の道・Iron Road」 

ほぼ 1本の道として 全体像の理解を助ける資料になりました。 

私にとってはうれしい映像まとめでした。 

また、気になっていた炒鋼法の具体的な操業プロセスの画像がみられ納得。 

朝鮮半島の鉄素材と交換された日本側の交易品については色々調べたこともありますが、 

今回その一番が「米」。これにも目がウロコ。 

また、古代の中国・朝鮮半島の交流・交易を見る場合 いつも大和・日本の国造りが前面に出されて記述される

ことが多いのですが、今回の視点は考古学的遺物 そして人・モノがどのように動いたかを考える視点で構成さ

れているのも新鮮でした。。 

たたら製鉄の源流「鉄のユーラシア大陸東遷・アイアンロード」 

NHK番組から興味ある画像を切取り、愛媛大国際シンポで受講した事項等も含めコメント等を付加してスライ

ドにした私の私蔵記録。取り扱いご留意を。 

切取り画像を4:3スライドに収まるよう修正しています。画像の縦横の縮尺がオリジナルと多少異なっています     

作成 2020.7.1.  Mutsu Nakanishi 

 

 

今回視聴記録を作成したNHK番組「アイアンロード・知られざる文明の道」  

私のライフワーク 和鉄の道・Iron Road 日本の源流・たたら製鉄につながる番組    

その骨子となった愛媛大学村上恭通教授らの鉄の起源・メタルロードの探求プロジェクト。  

2009-2019年毎年開催された成果報告会を兼ねた国際シンポを聴講させていただき、 

下記私の私的聴講メモに 整理しました。本資料と合わせご覧ください。  

1. 電子Book Eurasia Iron Road  2020.4.1.   

  愛媛大東アジア古代鉄文化センター国際シンポ 聴講記録集成   2009～2019    

   「鉄の起源・ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東遷の道」探求  

     たたらの源流 「鉄の起源 & ユーラシア大陸東遷の道」探究          

  https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/2004Eurasiaironroad00.htm  

2.【和鉄の道・Iron Road】Since 1999  home page by Mutsu Nakanishi .   

 『和鉄の道 たたら探訪』Iron Road・『風来坊』Country Walk・『四季折々』From Kobe.  

  https://www.asahi-net.or.jp/~zp4m-nkns/  

 ライフワーク 和鉄の道 たたら製鉄関連遺跡など勝手気ままに訪ねた風来坊の記録や  

 四季折々の季節の便りなどを掲載しています。 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/2004Eurasiaironroad00.htm
https://www.asahi-net.or.jp/~zp4m-nkns/








































   鉄の花 降り注ぐ火花の中で鋳銑鉄が強靭な鋼に変化してゆく 

         中国 漢の大発明 現代の製鉄法 -製銑・製鋼法-の源流 

NHK BS アイアンロード 知られざる文明の道 後編 激闘の東アジアでより 

 視聴番組映像から切り出し映像 私の私蔵版です 取扱いにご留意ください
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日本の弥生時代 中国・漢では既に巨大な製鉄炉で大量の鉄を作り、広くいきわたらせ巨大な国家を作り上げた。 

しかし、この鉄は炭素の多い鋳銑鉄で硬くて脆い欠点があり、微細な加工や薄加工などがむつかしく、特に武器 

武具では決定的な欠点になっていた。 

漢はこの欠点を改善して強靭な鋼を大量に作れる「炒鋼」法と呼ばれる大発明を成し遂げ、匈奴と対抗する一方、 

この漢の製鉄法は周辺諸国そして東アジアに広がっていった。  

日本にに入ってきた鉄も当初は鋳物銑鉄とこの炒鋼法で作られた鋼素材である。 

 

「鋳銑鉄素材を簡単な小型炉の中で加熱。大量に酸素を吹き込んで作る炒鋼。現代の製鉄法の源流であると知る 

のですが、あまりにも巨大製鉄炉と小さな炒鋼炉のアンバランスに、その実像はよく知りませんでした。 

私にとっては名前は何度も見聞きしたプロセスですが、その実態は謎。 

初めて見る炒鋼法の操業と鉄の花の美しさに興奮気味。幻だた炒鋼がやっと理解できました。 

炒鋼炉内で鋳銑鉄の炭素が火花を巻きあ下ながら燃えだす姿は本当に美しく「鉄の花」 

うれしい「鉄の花」との出会い。 やっと中国の巨大製鉄炉での大量の鋳銑鉄製造と下工程である強靭な鋼への

変換プロセスが理解できました。 

 

なお 紹介した画像資料は視聴した 

NHK BS「 アイアンロード 知られざる文明の道 」 

後編 -激闘の東アジアでー から切り出し整理した 

私の私蔵版映 像資料。 

取扱いにご配慮お願いします 

2020.7.20. Mutsu Nakanishi 
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【スライド動画】【Photo Album】 播磨/但馬の境生野峠の北但馬 朝来市竹田  

小さい秋をさがして2020  天空に浮かぶ竹田城 再訪 2020.9.4.  

 天空に浮かぶ竹田城 & 但馬の王墓 茶すり山古墳   

2020.9.5. R0209asagotakeda00.htm by Mutsu Nakanishi 

 

9月の初め、但馬和田山で日帰り研修する孫の神戸から和田山へのアッシーを家内がすることになり、  

コロナで家籠りの毎日。これに便乗して久し振りに生野峠を越えた北但馬の初秋を訪ねることに。 

かつて原チャリで駆けまわった但馬。

久しぶりに訪ねたい場所は幾つもあり。  

生野銀山・1円電車の神子畑明延鉱

山・多々良木ダム 生野峠の煎餅屋は

まだあるだろうか。竹田の城も有名に

なったし、大陸と大和王権を結ぶ和鉄

の道の中継点和田山の古墳群は数多く

の鉄製品が副葬された但馬の王墓。そ

れに神戸牛の故地。次々と行きたいと

ころあり。  

神戸から播但自動車道を使って約1時

間半。 播磨と但馬を分ける生野峠を北

に越えて 山合いの田園都市朝来市に

入ってまもなく竹田の街から見上げる

山上に広がる城郭の石垣群。霧が立ち

込める早朝には雲の中にぽっかり浮かぶ天空の城 久し振りに登りました。  

山上の城郭石垣群がこんなにきれいになって、見晴らす郷実りの秋 日本の原風景  

また、一度訪ねたかった古墳時代のロマンを秘めた和鉄の道但馬の王墓 茶すり山古墳。王墓にふさわしい副葬

品の数々と見晴らす秋の和田山盆地  

コロナ禍で もやもやしていた気分も フレッシュな空気を胸いっぱい  

うれしい小さい秋 み～つけ   

いつものスライド動画にしましたので、コロナ禍のこころやすめにでもなれば。 

    2020.9.4. Mutsu Nakanishi 
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小さい秋をさがして2020  天空に浮かぶ竹田城 再訪 2020.9.4.  

■ https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0209asagotakeda.mp4 

■ Miller   https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/20walk03.mp4 

 

   Photo Album     但馬路で見つけた小さい秋  抜粋  2020.9.4.      
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■ 実りの秋を迎えた朝来市山東町与布土の田園

 

■ 天空に浮かぶ竹田城から見下ろす里の秋 
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■ 古墳時代のロマンを秘めた和鉄の道  旧山陰道の但馬の王墓 茶すり山古墳 

 

■ 旧山陰道の但馬の王墓 茶すり山古墳 出土品  朝来市埋蔵文化センター古代あさご館 

 

 

作成の原本資料 & 参考資料 

 ■ Google Earth Street View    兵庫県朝来 国道321・県道128・県道136・県道277 

 ■ 姿を現した古代但馬の王・史跡茶すり山古墳  朝来市埋蔵文化財センター 

      https://www.city.asago.hyogo.jp/cmsfiles/contents/0000000/550/chasuriyama_kofun(A3).pdf 

■ ひょうごの遺跡 79号 2011.8.15. 1.1. 姿を現した但馬の王墓 茶すり山古墳  県立考古博物館 

https://www.hyogo-koukohaku.jp/publication/remains/p6krdf0000001wkc-att/p6krdf0000001wkx.pdf 

 ■ 京都府埋蔵文化財論集 第 6集 P160  杉原和雄  丹波・私市円山古墳とし但馬・茶すり山古墳 

http://www.kyotofu-maibun.or.jp/data/kankou/kankou-pdf/ronsyuu6/14sugihara.pdf 

■【2010和鉄の道】 弥生時代から卑弥呼の邪馬台国・大和初期王権へ  国家形成の時代を動かした「鉄」 

     2010年秋 関西各地で開催された博物館特別展とそのシンポジュウム & 連続講演会 聴講まとめ  

      兵庫県立考古博物館特別展「茶すり山古墳巨大円墳に眠る但馬の王」ほか  

     https://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/iron6/1012hmko00.htm 

■【2007和鉄の道】 古代の神戸の鉄を訪ねて神戸市内の二宮製鉄遺跡と求女塚古墳 

        神戸市内出土の三角縁神獣鏡の足跡が語る古墳時代の鉄の道 

     https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron01.pdf 

https://www.city.asago.hyogo.jp/cmsfiles/contents/0000000/550/chasuriyama_kofun(A3).pdf
https://www.hyogo-koukohaku.jp/publication/remains/p6krdf0000001wkc-att/p6krdf0000001wkx.pdf
https://www.hyogo-koukohaku.jp/publication/remains/p6krdf0000001wkc-att/p6krdf0000001wkx.pdf
http://www.kyotofu-maibun.or.jp/data/kankou/kankou-pdf/ronsyuu6/14sugihara.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/iron6/1012hmko00.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron01.pdf
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https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron01.pdf
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By  Mutsu Nakanishi 
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    「和鉄の道 2020」未だ収束が見通せぬ 2020コロナ禍の中で 

コロナ禍の中で「他人を思いやる心」 

今一度 そんな視点にも 思いをはせてほしい 

  「ヒューマン」だけが有する行動機能「本能」と「表情・心」 

相手を思いやる心なくしては 人は生き延びられぬと 

そんな世界 日本の縄文に思いをはせる 

2020.11.1. R0211kokoro00.htm  by Mutsu Nakanishi 

【2020年10・11月 和鉄の道・Iron Road トピックス】より 

    

 

 鉄の花 中国・漢の炒鋼炉復元操業 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0207syokouro00.htm 

  降り注ぐ火花の中で鋳銑鉄が強靭な鋼に変化してゆく 

 2020.7.20 2020年4月26日(日)  NHK アイアンロード～知られざる文明の道～ 

 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0207syokouro00.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0207syokouro00.htm
中西睦夫
テキスト ボックス
 2020 和鉄の道・Iron Road
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「ヒューマン」だけが有する行動機能「本能」と「表情・心」     

相手を思いやる心なくしては人は生き延びられぬと 

そんな世界 日本の縄文に思いをはせる 

  コロナ禍のなかで、 今までにない「お互いに接触しない生き方・暮らし方」  

  が広く提唱されています。   

  しかし、それがAI・Digitalと結びついて、安直に非接触万能論が渦巻いている  

  お互いが心を通じ合わせて 育んだ知恵のかけらもない 

  「お互いがコンタクトし、表情を見て、相手の心と通じ合う。」   

  これこそが弱い人間「ヒューマン」が幾多の困難を乗り越え、 命をつないできた道ではないか・・・ 

  

■ NHKスペシャル視聴・購読メモ「ヒューマン なぜヒトは人間になれたのか」                          

https://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/iron8/1204human00.htm    

 

  生活を変えよ! と今もてはやされている情報・AI・ITに頼り、万能と考える生き方が良いのか?   

  それらに助けられつつも また大きな問題を引き起こしていると。   

  同じ疑問を山極前京大総長が 警鐘として話しておられるのを知りました。  

 「ヒューマン」だけが有する行動機能「本能」と「表情・心」  相手を思いやる心なくしては 人は生き延びられぬと。   

  そんなことにも目をやる社会に変わってほしいなぁ・・・・・と。   

  日本には一万年も平和で豊かな生活が続いた世界に類のない日本の「縄文」社会  

  そのエンジンもまた「他人を思いやる心」だった。 コロナ禍の中で、今一度 そんな視点にも 思いをはせてほしい。 

日本人のふるさと「縄文」・縄文の心を映すストーンサークルを訪ねる 

１万年も続いた世界にも類例のない平和な永続社会 

その原点には何があるのか…  どのように映るでしょうか・・・・                                           

 

 

 

 

 

 

 

北東北・北海道の縄文遺跡を ユネスコ世界遺産に    

   

 ◆日本人の心の故郷 縄文 

 PDF 縄文帰りの勧め◆ 

一万年も平和で豊かな生活が続いた 

世界に類のない日本の「縄文」社会 

そのエンジンは「他人を思いやる心」だった。    

北東北・北海道の縄文遺跡をユネスコ世界遺産に 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonslide.htm 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/iron8/1204human00.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/iron8/1204human00.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonslide.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonslide.htm


世界が注目する日本の縄文 世界遺産登録の期待が高まる 

世界文化遺産の国内候補地として来年の登録を目指している「北海道・北東北の縄文遺跡群」 

9月から、「イコモス」の専門家が対象遺跡を訪れ、現地調査を実施。来年の世界文化遺産登録を目指す「北海道・ 

北東北の縄文遺跡群（北海道、青森、岩手、秋田）」での国連教育科学文化機関（ユネスコ）の諮問機関・国際記 

念物遺跡会議（イコモス）の現地調査終了。 

   文化庁と４道県は１６日、青森県庁で記者会見し「遺跡の価値について、調査員には一定の理解を得た」と手応えを口に

した。イコモスは調査結果を踏まえ、来年には世界遺産にふさわしいかどうかの勧告を行う見通しに。 

新型コロナウイルスの影響で延期した２０２０年の世界遺産委員会を２１年６～７月に開き、２１年分もまとめて審議す

る方向で調整に入り、文化遺産の候補の「北海道・北東北の縄文遺跡群（北海道、青森、岩手、秋田）」も審査される見

通しだと 

政府関係者が２８日に明らかにした。 

世界が注目する日本の縄文 世界遺産登録してほしいと願っています。 

     北東北・北海道の縄文遺跡群   https://jomon-japan.jp/ 

参考文献   北海道・北東北の縄文遺跡群の世界遺産登録をめざして  

 

■ 公式ページ    http://jomon-japan.jp/   

■ 「和鉄の道・Iron Road」  縄文 walk 掲載リスト    

   https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/ironjyomon.htm  

1. 縄文の心を映すストーンサークル・環状遺構探訪記録   

    https://www.infokkkna.com/ironroad/prezen/2008jyomon/jyomonnewweb.pdf  

2.  【2010. 11月 From Kobe】 心優しき 縄文人 縄文帰りのすすめ   

    https://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010mutsu/fkobe1011.pdf  

3.   【2014.  6月 From Kobe 】  

   「利他的精神」について  朝日新聞天声人語より   

    競争社会から成熟社会へ 日本に必要なのは「心の優しさ」では  

    https://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014mutsu/fkobe1406B.pdf  

4. < NHK取材班「Human」 視聴・購読メモ 「なぜヒトは人間になれたのか」>  

   1. 視聴・購読メモ 「ヒューマン なぜヒトは人間になれたのか」   

      2. 補足メモ 人間を人間たらしめているもの「分かち合う心・通わせる心  

     https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/12iron03.pdf 

● イギリスのストンサークル 「Stonehenge ストンヘンジ」  

    英国のストーンヘンジ（巨石環状列石）   最近の調査から 

    http://www.infokkkna.com/ironroad/prezen/stonehenge2009.pdf 

 

 

 

https://jomon-japan.jp/
http://jomon-japan.jp/
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/ironjyomon.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/prezen/2008jyomon/jyomonnewweb.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/prezen/2008jyomon/jyomonnewweb.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010mutsu/fkobe1011.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014mutsu/fkobe1406B.pdf　
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/12iron03.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/12iron03.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/prezen/stonehenge2009.pdf


  【和鉄の道2020】 【スライド動画】【Photo Album】 2020秋コロナ禍の中で 

            水田稲作の始まり 縄文人と弥生人共生を明らかにした猪名川河口域の村 

伊丹 口酒井・尼崎 田能集落遺跡 再訪  

      久しぶりに周辺の猪名川・藻川walk  2020.11.15. 

 

      縄文晩期/弥生早期 関西の水田稲作は 縄文・弥生の人たちが共生して暮らす中で始まった 

                    猪名川の河口域には そんな水田稲作の村が幾つもあった  

 

内 容 

  1.  8年前の和鉄の道・Iron Road 2013 「水田稲作の始まり縄文と弥生の融合を示す田能・口酒井遺跡を訪ねる」      

         https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1302kuchinosakai.pdf 

         今回のwalkのoutline 田能遺跡・口酒井遺跡の概要は8年前のこの資料で 

  2.  田能資料館開館50周年特別展「田能遺跡の弥生人」  小冊子 2020.11月より                                       

     https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0211tanotokubetsuten.pdf 

  3. 伊丹 口酒井・尼崎 田能集落遺跡 再訪 久しぶりに周辺の猪名川・藻川walk   2020.11.15.   

    ◆ MP4スライド動画   ◆ PDF Photo Album  ◆ pdf web file 

 mp4 スライド動画; https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0211tanowalk.mp4 

 

約 8年前 2012年 12月に田能遺跡資料館で開催された「弥生の鉄」展を機会に訪れた田能遺跡・口酒井遺跡についてま

とめた資料の書き出しに両遺跡について下記の解説がある。 

  「尼崎・伊丹・豊中の境界部にある伊丹空港とその西側を南北に流れる猪名川に挟まれた地域は縄文晩期(または 

    弥生早期) 弥生の始まりから数多くの集落があり、日本各地からやってきた縄文・弥生系の人たちが交流しつつ、   

    数多くの水田稲作を進める集落を営んできたという。 

    土地や水利を巡る争いがあったものの、縄文/弥生系の人たちは交流・混在・共生しながら、水田稲作の社会を築い 

    た関西の先駆け。関西での水田稲作の始まりを解き明かす糸口を提供した口酒井遺跡が今 都市化の波で忘れ去ら 

    れようとしている。」 

 弥生の新しい時代を切り開いたのは「争い」ではなく、「共生」だったことを示す重要な遺跡である。 

「心優しき縄文人 日本の心のふるさと」と私はいつも言うのですが、 

この口酒井遺跡が示す「縄文人と弥生人の共生についてもその証」といつも頭にありました。 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1302kuchinosakai.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0211tanotokubetsuten.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0211tanowalk.mp4
中西睦夫
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あれから 8年 2020年 11月 尼崎市立歴史博物館開設に伴い、博物館と一体と

なった田能遺跡資料館開設50周年記念特別展「田能遺跡の弥生人」が資料館で開

催されているのを知りました。「田能遺跡の弥生人はどのような人たちだったの

か? 」 

周辺の弥生遺跡も含め、人骨や墓にスポットをあてて展示紹介。  

弥生の戦さの痕跡が残る勝部遺跡や口酒井遺跡の出土品も展示」という。 

是非とも関西での弥生の始まりを示す口酒井遺跡の出土品ならびに縄文/弥生人

共生についての研究の進展を知るまたとない機会。 

11月 15日 8年ぶりに田能遺跡資料館を訪ねるとともに、周辺の藻川・猪名川土

手を歩きました。 

口酒井遺跡は住宅や工場の下に埋没。痕跡は地下に眠っていましたが、この 8年

周辺もよく整備され、遺跡のすぐ横の河川敷は素晴らしい散策公園に。 

猪名川が流れ出る北摂の山々を背景に広がる素晴らしい秋景色。  

昔を思い浮かべながら 心地よい散策できました。 

 ■ 関西での稲作の始まりと口酒井遺跡・田能遺跡 

 

 

かつて 弥生人が縄文人を駆逐して弥生の世が広がっていったと言われたこともありましたが、今 弥生の時代感は大

きく変更されている。 

弥生のはじめ、現在の伊丹空港周辺はかつて猪名川・淀川河口の広い湿地帯。縄文・弥生の人たちが各地からやってき

て、集落を作り、関西で初めて水田稲作を始めたという。それを明らかにしたのが口酒井遺跡の出土品と言われるが、

不明な点も多い。今回の田能遺跡特別展では田能遺跡周辺の弥生遺跡から出土した墓と人骨からどんな人達が集まって

くらしていたか?を探る特別展渡来系弥生人と縄文人の交流・共生の中で日本列島に水田稲作の弥生時代が広がっていっ

たという。 

私にとっては願ってもない特別展。 

また、コロナ禍の中で 分断・格差そして競争・同調圧力が益々強まる今の時代  

共生・融和・平和の暮らしを眺めるよい機会と。 



 ■ 関西での水田稲作の始まり縄文と弥生の融合を明らかにした口酒井遺跡 

 

   縄文晩期（弥生早期）この地で作られた弥生系土器に縄文のデザイン また籾圧痕がついた土器などが出土 

8年前の和鉄の道・Iron Road 2013 「水田稲作の始まり縄文と弥生の融合を示す田能・口酒井遺跡を訪ねる」より 

 ■ 田能遺跡と田能遺跡博物館特別展展示概要 

 

             田能遺跡博物館特別展展示「田能遺跡の弥生人 

 

 特別展の内容は小冊子に展示内容がそのまま写真記録さ

れていたので、各遺跡の人骨調査結果のみを転載。 

 特別展小冊子を Pdf資料にして添付。紹介に代えさせてい

ただきました。 

   

■【PDF転載】田能資料館開館50周年特別展「田能遺跡の

弥生人」小冊子をこの資料の後に添付しています 

 

 

 



photo Album  久しぶりに周辺の猪名川・藻川walk  2020.11.15. 

秋晴れの川ベリの散歩道 解放感一杯 すがすがしく、心地よい

 

 



 

 
私はいつも「心優しき縄文人日本の心のふるさと」と言いますが、口酒井遺跡や田能遺跡などかつての猪名川河

口周辺の弥生遺跡が示す「縄文人と弥生人の共生も」その証。 

久し振りにかつての猪名川河口近くの藻川・猪名川周辺を歩き、また、田能資料館特別展「田能遺跡の弥生人」

展でそれが確認できました。 いつも頭にありながら、情報が得られなかった弥生人と縄文人の共生を考え、教

えてもらえた、うれしい一日でした。 

ロナ禍が世界的に広がる中 ますます日本・世界とも暮らしは厳しく、自己中心的な「分断・差別・格差」に向

かっている。でも人類が幾多の困難を乗り越えて今の繁栄を築くことができたのは人類だけが持つ「相手を思い

やる心」だといい、人類の歴史がそれを示している。 

決して二者選択の選別・分断・競争などの力ではなかった。 

「相手を思いやる心」の発露が「心のやさしさ」「共生・平和」だと。 

約 8000年の長きにわたる持続社会を作り上げた日本の縄文もその証。 

それにもう一つ水田稲作の始まりの「縄文人と弥生人の共生」が加わった。 

「心のやさしさ」「相手を思いやる心」が作る平和な暮らしを願う昨今です。 



いま、頂点同調圧力の中 考えることを放棄するような短絡的 AI・デジタル化をうたう欺瞞一杯の情報化社会の

流れ。コロナ禍がもたらした新しい時代の生き方をそれぞれが考える一助になればと 

また、コロナ禍の中での近隣 walk 西神戸にいる私の足は山や近隣の里に向く毎日。 

今回、秋晴れの川ベリの散歩道 解放感一杯 すがすがしい。 

うれしい一日を思い浮かべながら、阪急園田駅へのバスに揺られている。 

 

     2020.11.15. 夕暮れ 久し振りの市バスも心地良く バスに揺られて  

                                    Mutsu Nakanishi 

 

  参考   未だ収束が見通せぬ 2020コロナ禍の中で  

        伊丹 口酒井・尼崎 田能集落遺跡 再訪Walk  2020.11.15. 
 

   1. 8年前の和鉄の道・Iron Road 2013  

      「水田稲作の始まり縄文と弥生の融合を示す田能・口酒井遺跡を訪ねる」                                   

    https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1302kuchinosakai.pdf 

  2. 田能資料館開館 50周年特別展「田能遺跡の弥生人」小冊子     2020.11月      

   https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0211tanotokubetsuten.pdf 

  3.「他人を思いやる心」今一度 そんな視点にも 思いをはせてほしい                                        

    https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0211kokoro00.htm  

  4. 藤尾慎一郎氏の著作「<新>弥生時代 -500年早かった水田稲作-」を教科書に  

     弥生時代の鉄と稲作 & 弥生時代の時代感 整理メモ  

    https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0209newyayoi00.htm 

 

 

 

  この資料の後に下記の資料を添付しています 

 1. 【写真アルバム】伊丹 口酒井・尼崎 田能集落遺跡 再訪 久しぶりに周辺の猪名川・藻川walk   2020.11.15 

 2.  8年前の和鉄の道・Iron Road 2013  

   「水田稲作の始まり縄文と弥生の融合を示す田能・口酒井遺跡を訪ねる」              

 3.  田能資料館開館 50周年特別展「田能遺跡の弥生人」小冊子     2020.11月      

【スライド動画】久しぶりに周辺の猪名川・藻川walk  は下記 和鉄の道home page アドレス似アクセスください  

   https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0211tanowalk.mp4 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1302kuchinosakai.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0211tanotokubetsuten.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0211kokoro00.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0209newyayoi00.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0211tanowalk.mp4
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http://inoues.net/club8/itami_museum.html
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水水水水水水水水田田田田田田田田稲稲稲稲稲稲稲稲作作作作作作作作・・・・・・・・弥弥弥弥弥弥弥弥生生生生生生生生のののののののの始始始始始始始始ままままままままりりりりりりりり        縄縄縄縄縄縄縄縄文文文文文文文文とととととととと弥弥弥弥弥弥弥弥生生生生生生生生のののののののの融融融融融融融融合合合合合合合合をををををををを示示示示示示示示すすすすすすすす田田田田田田田田能能能能能能能能・・・・・・・・口口口口口口口口酒酒酒酒酒酒酒酒井井井井井井井井遺遺遺遺遺遺遺遺跡跡跡跡跡跡跡跡をををををををを訪訪訪訪訪訪訪訪ねねねねねねねねるるるるるるるる        

猪名川東岸と伊丹空港にはさまれた猪名川の河口域                             2012.12.21.2012.12.21.2012.12.21.2012.12.21.    

弥生時代の初め、数多くの集落があり、縄文系の人達との交流があったという 

  

 

昨年の 12 月 尼崎・伊丹・豊中の境界部にある伊丹空港。この空港と西側の猪名川に挟まれた狭い地域には かつて、縄文

晩期から弥生時代にかけて数多くの集落があり、日本各地からやってきた縄文・弥生系の人達が交流したという。  

土地・水利をめぐる弥生の戦はあったが、縄文／弥生系の人達は交流・混在・融合しながら、水田耕作の弥生社会を作り上げ

たという。こんなことを解き明かす糸口を提供した口酒井遺跡が今都市化の波の中で忘れ去られようとしている。 

田能遺跡で「弥生の鉄」の展覧会があるのを機会に この田能遺跡とすぐ近く口酒井遺跡を訪ねました。 

口酒井遺跡口酒井遺跡口酒井遺跡口酒井遺跡    

田能遺跡田能遺跡田能遺跡田能遺跡    

弥生弥生弥生弥生のののの戦戦戦戦のののの痕跡痕跡痕跡痕跡がががが出土出土出土出土

勝部遺跡勝部遺跡勝部遺跡勝部遺跡    

森本森本森本森本・・・・岩屋遺跡岩屋遺跡岩屋遺跡岩屋遺跡    
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水田稲作・弥生の始まり 縄文と弥生の融合を示す田能・口酒井遺跡を訪ねる

中西睦夫
テキスト ボックス
      8年前の和鉄の道・Iron Road 2013
　「水田稲作の始まり縄文と弥生の融合を示す田能・口酒井遺跡を訪ねる」
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「鉄」を考えるとき、いつも頭の片隅をかすめる「弥生の戦」 

「森の民縄文人は水田耕作の弥生人によって追い払われたのか???」 

平和な時代縄文から弥生の時代へ 「弥生の戦は鉄が日本に持ち込まれた為なのか???」 

「各地で弥生の戦は起こったが、弥生人と縄文人が対峙し、戦った」という構図はなく、むしろ集落に、飛び込んできた縄文

系 弥生系の人達と一緒に生活し、それぞれの文化・技術を融合して行ったという。 

 

NHK出版「日本人はるかな旅 第5巻 そして”日本人が生まれた”」によれば、 

弥生早期頃、東日本の縄文系の人達がたこの大阪湾沿岸のこの地にやってきて、在来の人達と一緒に生活していたことを初め

て解き明かしたのが、口酒井遺跡集落だという。 

    

縄文系の人々の動きを示す土器が発掘された兵庫県の遺跡  口酒井遺跡。約 2 千 3 百年前（弥生前期） 

上記の写真は 弥生草創期の集落 口酒井遺跡でみつかった東日本の縄文土器の特徴を示す土器片で、この地の土で作られて

いた。 弥生系の人達にはこのような縄文文様を作る技術はなく、東日本の縄文人たちがこの口酒井遺跡に居住していたと考

えるべきだという。 そして、このことを手がかりに西日本の各地に同じような東日本の縄文土器が見つかり、この稲作が伝

播してゆくこの頃に、東日本から数多くの縄文系の人達が来ていた証拠だという。 

また、一方 反対に 東日本では、突然の稲作集落の出現と共に多数の縄文系土器に混じって、弥生系の土器が出土する。 

縄文系の村に弥生系の人が入り込んで、稲作文化が伝播していったという。 

   

そんな 縄文と弥生の人達の交流・文化融合を始めて解き明かしたのが、口酒井遺跡だという。 

このような縄文系・弥生系の人達の融合による日本人の形成については日本人のDNA分析からも明らかになっている。 

 

口酒井遺跡は私には重要な遺跡に見えるのですが、阪神間にいてもこの遺跡の場所を知る人は少なく、忘れかけられている。 

私も伊丹空港の西側の猪名川周辺と聞くだけでよく判りませんでした。 

田能遺跡には立派な資料館があるので、今回 資料館で教えてもらって現地に行ってこようと。 



●●●●    縄文人縄文人縄文人縄文人とととと弥生人弥生人弥生人弥生人のののの融合融合融合融合        和鉄和鉄和鉄和鉄のののの道道道道    2006.102006.102006.102006.10 月月月月 弥生の高地性集落に「弥生の戦さ」・「日本人のルーツをさがして」より 

                                http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf   
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1.1.1.1. 大阪湾大阪湾大阪湾大阪湾のののの海岸部海岸部海岸部海岸部    猪名川河口周辺猪名川河口周辺猪名川河口周辺猪名川河口周辺    弥生弥生弥生弥生のののの大集落大集落大集落大集落    田能遺跡田能遺跡田能遺跡田能遺跡    へへへへ    

    

田能遺跡は尼崎市の北東端、尼崎市田能字中ノ坪（現在の田能 6 丁目） 猪名川左岸に接する標高約６ｍの沖積平野にあり、

昭和 40 年 9 月尼崎・西宮・伊丹三市共同の工業用水配水場の工事現場で大量の土器が発見されたことがきっかけとなり、そ

の後１年間にわたり発掘調査が行われ、弥生時代の全期間にわたる大集落跡で、国の史跡に指定されている。        

住居のほかそれまで不明であった近畿地方弥生時代の墓制を明らかにした木棺墓、土壙墓、壺・甕棺墓などの墓が発見。 

木棺墓の中には碧玉製管玉の首飾りや白銅製の腕輪を身につけた特別な扱いをうけていたと思われる人物の墓がありました。 

発掘された遺構は地下に保存された後、全面に土盛りし植

栽を施し、屋外には住居や高床倉庫などを復元し、出土し

た資料は資料館で公開している。 

 

 

 

 

尼崎が故郷の私には、当時 センセーショナルに発掘が伝えられたのを覚えている。 

もっとも、田能遺跡が尼崎の北東端で 伊丹・豊中・尼崎の境で尼崎の交通網から外れて便利が悪く、園田の競馬場の北側と

認識。市バスが通っているのですが、本数も少なく見学に行ったのは随分後である。 

今回もやっぱり自分の良く知った道 阪急塚口駅から市バスに乗って、園田競馬場横の田能口で下車して 田能の集落を北に

ぬけて、猪名川の土手に出て、対岸へ渡れば田能遺跡である。 

 この道しか知らなかったのですが、猪名川の土手に立って北を見ると川の北西岸に福知山線伊丹駅周辺のショッピングセン

ターが見える。最近 伊丹に住む娘一家を訪ねて伊丹周辺の事情がわかってき手、これだったら福知山線の猪名寺駅や伊丹駅

から行った方がはるかに便利。 バスの便を考えると帰りは伊丹から帰りました。 

  

 猪名川の西岸猪名川橋周辺から東岸口酒井地区 工業用水配水場・田能遺跡を眺める  2012.12.21.  

東岸の工場・住宅群の中に口酒井遺跡・田能遺跡 これらの後ろが伊丹空港である  

        猪名川の東岸に沿う共同工業用水排水場と田能遺跡資料館の森までが田能遺跡 

田能遺跡資料館 三市共同工業用水配水場 
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このあたりは、弥生時代には 猪名川・淀川が注ぎこむ大阪湾の海岸近くの平野部で、この周辺には数多くの弥生の集落があ

った。 岸に立って東を眺めると ひっきりなしに伊丹空港から北へ飛び立ってゆく飛行機が見える。 

   

  

  猪名川 上流側 伊丹の市街地が見えている        猪名川の下流側 尼崎園田地区 

  猪名川東岸 田能遺跡横からの風景 今は海岸がはるか南で 周辺がかつて海岸近くとは思えない 2012.12.21. 

  

    



                                                                        弥生弥生弥生弥生のののの大集落大集落大集落大集落    田能遺田能遺田能遺田能遺跡跡跡跡        

            

    

        

    

    

田能遺跡資料館の門を入ると 資料館の前から南側に田能遺跡の竪穴住居などが復元した公園として整備されていました。 

発掘された遺構はそのまま埋め戻して保存し、その上に盛土して竪穴住居・方形集溝・高床敷き倉庫などを復元展示されてい

る。 それにしても この遺跡が出土した頃の報道・熱気からすると復元地が非常にせまいなぁ・・・と。 

 



入口にあった案内板によると田能遺跡資料館が建っている北側の工業用水

ポンプ場が建っている場所全体も田能遺跡の発掘調査された場所であると

知れる。やっぱり 田能遺跡全体の広さを眺めるには 猪名川の土手に登っ

て眺めないと全体が見えない。また、google写真から鳥瞰するのが、一番か

も知れぬ。 

 

    

            

田能遺跡資料館の北側 猪名川沿いの工業用水配水場 ここも全体が田能遺跡の一部である 2012.12.21. 



2.2.2.2.    田能遺跡田能遺跡田能遺跡田能遺跡資料館資料館資料館資料館「「「「弥生弥生弥生弥生のののの鉄鉄鉄鉄    石器石器石器石器からからからから鉄器鉄器鉄器鉄器へへへへ」」」」展示展示展示展示    

 
縄文時代から弥生時代への大きな変化として、本格的な米づくりの開始と青銅器や鉄器などの金属器が伝わったことが挙げられる。 

特に、鉄器が伝わる前は石の道具≪石器≫が使われていましたが、鉄の堅くて切れ味が鋭いという利点から、次第に石器から鉄

器へと移り変わっていったと考えられている。今回の展示では、弥生時代の近畿地方において、どのような種類の鉄器があり、どの

ようにつくられ、どのように使われていたのかを紹介。現在では欠かせないものとなった鉄が、日本に伝わったころの様子に迫る。 

  「弥生の鉄 石器から鉄器へ」パンフレットより 
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ゅう    

テーマテーマテーマテーマ 1111    五斗長垣内遺跡五斗長垣内遺跡五斗長垣内遺跡五斗長垣内遺跡とととと弥生時代弥生時代弥生時代弥生時代のののの鉄器生産遺構鉄器生産遺構鉄器生産遺構鉄器生産遺構    

・ 板状鉄斧板状鉄斧板状鉄斧板状鉄斧レプリカレプリカレプリカレプリカ／五斗長垣内遺跡／弥生時代後期 

・ 鉄器鉄器鉄器鉄器およびおよびおよびおよび鉄片鉄片鉄片鉄片／五斗長垣内遺跡／弥生時代後期 

・ 石製工具石製工具石製工具石製工具／五斗長垣内遺跡／弥生時代後期 

・ 鉄器鉄器鉄器鉄器およびおよびおよびおよび鉄片鉄片鉄片鉄片／星丘遺跡／弥生時代後期 

・ 石製工具石製工具石製工具石製工具／星丘遺跡／弥生時代後期／ 

テーマテーマテーマテーマ 2222    鉄器鉄器鉄器鉄器のののの登場登場登場登場  

・ 鋳造鉄斧片鋳造鉄斧片鋳造鉄斧片鋳造鉄斧片／新方遺跡／弥生時代中期中ごろ 

・ 鉄鏃鉄鏃鉄鏃鉄鏃／居住・小山遺跡／弥生時代中期中ごろ 

・ 鉄鉄鉄鉄やりがんなやりがんなやりがんなやりがんな／戎町遺跡／弥生時代中期中ごろ 

テーマテーマテーマテーマ 3333    さまざまなさまざまなさまざまなさまざまな鉄器鉄器鉄器鉄器 

・ 鉄鏃鉄鏃鉄鏃鉄鏃／奈カリ与遺跡／弥生時代中期後半 

・ 鉄鏃鉄鏃鉄鏃鉄鏃／表山遺跡／弥生時代中期末～後期前半 

・ 板状鉄斧板状鉄斧板状鉄斧板状鉄斧（兵庫県指定文化財）／有鼻遺跡／弥生時代中期後半 

・ 板状鉄斧板状鉄斧板状鉄斧板状鉄斧／古曽部・芝谷遺跡／弥生時代後期前半 

・ 袋状鉄斧袋状鉄斧袋状鉄斧袋状鉄斧／亀井遺跡／弥生時代後期後半 

・ 袋状鉄斧袋状鉄斧袋状鉄斧袋状鉄斧（兵庫県指定文化財）／内場山遺跡／弥生時代終末期 

 

・ 鉄鉄鉄鉄やりがんなやりがんなやりがんなやりがんな／雲井遺跡／弥生時代中期後半 

・ 鉄鉄鉄鉄やりがんなやりがんなやりがんなやりがんな／芝花弥生墓群／弥生時代後期前半 

・ 鉄鑿鉄鑿鉄鑿鉄鑿／七日市遺跡／弥生時代後期 

・ 鉄鏨鉄鏨鉄鏨鉄鏨／亀井遺跡／弥生時代後期後半 

・ 鉄製刀子鉄製刀子鉄製刀子鉄製刀子／古曽部・芝谷遺跡／弥生時代後期前半 

・ 鉄製刀子鉄製刀子鉄製刀子鉄製刀子レプリカレプリカレプリカレプリカ／田辺天神山遺跡／弥生時代後期後半 

・ 鉄剣鉄剣鉄剣鉄剣レプリカレプリカレプリカレプリカ／有鼻遺跡／弥生時代中期後半 

・ 鉄剣鉄剣鉄剣鉄剣（兵庫県指定文化財）／半田山1 号墳丘墓／弥生時代後期 

・ 素環頭大刀片素環頭大刀片素環頭大刀片素環頭大刀片／崇禅寺遺跡／弥生時代終末期～古墳時代初頭 

テーマテーマテーマテーマ 4444    鉄器鉄器鉄器鉄器のつくりのつくりのつくりのつくり方方方方 

・ 板状鉄斧板状鉄斧板状鉄斧板状鉄斧／瓜生堂遺跡／弥生時代中期後半 

・ 鉄鏃鉄鏃鉄鏃鉄鏃／鬼虎川遺跡／弥生時代中期前半～中ごろ 

・ 鉄鉄鉄鉄のみのみのみのみ／鬼虎川遺跡／弥生時代中期前半~中後ろ 

・ テーマテーマテーマテーマ 5555    見見見見えざるえざるえざるえざる鉄器鉄器鉄器鉄器についてについてについてについて 

・・・・    弥生時代前期弥生時代前期弥生時代前期弥生時代前期のののの石器石器石器石器／上ノ島遺跡 

・・・・    弥生時代中期弥生時代中期弥生時代中期弥生時代中期のののの石器石器石器石器／武庫庄遺跡 

・・・・    弥生時代後期弥生時代後期弥生時代後期弥生時代後期のののの太型蛤刃石斧太型蛤刃石斧太型蛤刃石斧太型蛤刃石斧／中ノ田遺跡 

 

 

 

 



田能遺跡資料館の「弥生の鉄 石器から鉄器へ」展では、兵庫県や大阪の大阪湾周辺の弥生の集落遺跡から出土した実用鉄器

が数多く展示されていました。 鉄器の展示というとすぐに古墳から出土する威信材 武器・武具が中心になるのですが、古

墳時代前の弥生時代 実際に使われた実用鉄器が数多く並べられていて、その使い方や鉄器技術の進歩などが丁寧に解説され

ていた。 展示の目玉は国内最大級の鍛冶工房村 淡路島五斗長垣内遺跡から出土した鉄器 兵庫県で一番古い鉄器 神戸新

方遺跡の鋳造鉄斧や高地性集落 神戸表山遺跡野鉄鏃 そして尼崎 上ノ島遺跡や武庫庄遺跡の石器も。 

尼崎の鉄器というと古墳時代 畿内の鍛冶工房群のさきがけとなった若王寺遺跡があるのですが、 

古墳時代の遺跡のため、展示がありませんでした。 

また、芦屋の高地性集落会下山遺跡は最近の発掘で大規模な鍛冶工房があったといわれていますが、 

まだ 評価が確立していないのか 展示がありませんでした。 

また、「幻の鉄器」の時代と呼ばれる弥生時代の後期 大阪湾周辺では石器の出土が急激に減少し、鉄器の普及が進んだとい

われるのですが、なぜか鉄器の出土がなく「幻の鉄器」の時代と呼ばれる。 

この「幻の鉄器」の存在については 研究者によって意見が分かれているのですが、  

本展示では「鉄器は普及したが、貴重品として再利用されたか、土の中で腐食してなくなったために 

出土しない」との考えにもとづく展示がなされていました。 

この件について 私は「幻の鉄器」の存在には疑問を持っているのですが、実用鉄器の普及してゆくプロセス・鍛冶技術の進

歩や大陸・朝鮮半島との交流など 次の古墳時代への時代アプローチとして重要な課題を提供。 

兵庫県暦博のシンポ 五斗長垣内遺跡出のシンポでも話題になりましたが、今回の展示でも その根拠について 新しい論拠

は示されていませんでしたが、重要なテーマであろう。 

 

【【【【参考参考参考参考】】】】和鉄和鉄和鉄和鉄のののの道道道道    2011201120112011                

  近畿 弥生時代後期 淡路島に西日本最大級の鍛冶工房村が現れた時代の2・3世紀  

「「「「鉄器鉄器鉄器鉄器はははは出土出土出土出土しないがしないがしないがしないが、、、、急速急速急速急速なななな鉄器化鉄器化鉄器化鉄器化がががが進行進行進行進行したというしたというしたというしたという「「「「幻幻幻幻のののの鉄器鉄器鉄器鉄器」」」」のののの時代時代時代時代があったがあったがあったがあった」」」」というというというという考考考考えにはえにはえにはえには疑問符疑問符疑問符疑問符        

http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/iron7/1103iron00.htm 

        

 

 

鉄の刃を持つ農耕具の一例 

 

 

「鉄器は腐食で土に帰ってゆくため出土しないが、鉄器の木製の柄が多数出土する 」  

「石器出土数に対する砥石数が急速増加。石器が減少し、鉄器の研磨が急速増加したことが推定される 」 との考え方 

    

兵庫県・大阪湾沿岸の弥生時代の実用鉄器を集めた展覧会 小さな特別展でしたが、数多くの実用鉄器に出会えて ラッキー

でした。 また、この弥生時代の鉄器の展開にこの猪名川の川岸に存在した弥生遺跡群の役割が 加えられればもっと良かっ

たのになぁ・・・と。 



3333....    東日本東日本東日本東日本のののの縄文系縄文系縄文系縄文系のののの人人人人がががが一緒一緒一緒一緒にににに暮暮暮暮らしていたらしていたらしていたらしていた弥生弥生弥生弥生のののの集落集落集落集落    口酒井遺跡口酒井遺跡口酒井遺跡口酒井遺跡    約 2 千 3 百年前（弥生前期）。    

縄文系の人々の動きを示す土器が発掘された兵庫県の遺跡    

 田能遺跡資料館で「口酒井遺跡」へ行きたいのですが、位置を教えてくださいと訪ねると「この田能遺跡のすぐ、北側の工

場街の中で、確か伊丹の埋蔵文化財センターの分室が建っているはず。行ったことがないので、正確な位置はわからぬ」と色々

電話をかけていただいた。  

「重要な弥生遺跡で国の史跡の指定

を受け、史跡公園にすると聞いている

が、動いた形跡はないなぁ」とも。 

 

電話で伊丹市に場所を聞いていただ

いたり、色々してもらったのですが、

「目標がないので 教え方難しい」と。 

「この資料館のすぐ北東のところで、

案内板も何もないが、埋文センターの

建物がある」と教えていただいて、す

ぐそこなので 一筋ずつ調べてもす

ぐ行けると歩き出す。 

 

 

田能遺跡の横 猪名川の土手から 北摂の山並を眺める 左端が宝塚  2012.12.21. 

 

猪名川の土手を北へ  橋の向こうに JR 伊丹駅のショッピングセンターが見え、ここからだと伊丹駅へ出るのが一番便利が

良いと知れる。 土手から東側に広がる口

酒井地区の工場街へ入ってゆく道を探し

ながら歩き出す。 かつては猪名川東岸の

荒地だったのでしょうが、北端に口酒井の

集落・住宅地があり、その手前には小さく

区分けされて、町工場がびっしり詰まって

いる。 

 

 

 

                      土手から眺める口酒井地区の工場街 この工場街のあたりが口酒井遺跡 

中西睦夫
直線

中西睦夫
直線



土手から直角にまっすぐ東へ入る道を

見つけて、口酒井地区へ入ってゆく。 

住宅の角先にいる人に、「このあたりで、

発掘調査していた遺跡を教えて」と聞く

とすぐに「まっすぐ行って 突き当りを

北に折れたところ 変電所の横だ」とす

ぐわかった。「あぁそうか こんなに沢

山の送電鉄塔が渡っていくのは 変電

所があるから」。 

田能遺跡からゆっくり、15分ほどで、工場街の真ん中にある変電所と金網で囲まれた草地が見え、草地の端に「伊丹市埋文口

酒井整理事務所」の看板の上がった建物があり、ここが弥生の初め、東日本からやってきた縄文系の人達が、農耕を始めた弥

生の人達と暮らした口酒井遺跡と知れた。 

 

  

口酒井遺跡 伊丹埋分事務所と変電所がある通り 2012.12.21.  

 

口酒井遺跡 北西端から   2012.12.21. 



 

  

           猪名川土手 東へ入る 口酒井地区への入口   2012.12.21. 

 

        【【【【参考資料参考資料参考資料参考資料】】】】    

        1.1.1.1.        和鉄和鉄和鉄和鉄のののの道道道道    2006.102006.102006.102006.10 月月月月  弥生の高地性集落に「弥生の戦さ」・「日本人のルーツをさがして」 

                         http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf   

2.2.2.2.    和鉄和鉄和鉄和鉄のののの道道道道    2011201120112011    近畿 弥生時代後期 淡路島に西日本最大級の鍛冶工房村が現れた時代の2・3世紀    

「「「「鉄器鉄器鉄器鉄器はははは出土出土出土出土しないがしないがしないがしないが、、、、急速急速急速急速なななな鉄器化鉄器化鉄器化鉄器化がががが進行進行進行進行したというしたというしたというしたという「「「「幻幻幻幻のののの鉄器鉄器鉄器鉄器」」」」のののの時代時代時代時代があったがあったがあったがあった」」」」というというというという考考考考えにはえにはえにはえには疑問符疑問符疑問符疑問符         

http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/iron7/1103iron00.htm 

            3333....        NHKNHKNHKNHK出版出版出版出版「「「「日本人日本人日本人日本人はるかなはるかなはるかなはるかな旅旅旅旅    第第第第5555巻巻巻巻    そしてそしてそしてそして””””日本人日本人日本人日本人がががが生生生生まれたまれたまれたまれた””””」」」」    

            4444....    田能遺跡田能遺跡田能遺跡田能遺跡資料館資料館資料館資料館    特別展特別展特別展特別展「「「「弥生弥生弥生弥生のののの鉄鉄鉄鉄    石器石器石器石器からからからから鉄器鉄器鉄器鉄器へへへへ」」」」パンフレットパンフレットパンフレットパンフレット    

                        5.5.5.5.        「「「「糸糸糸糸糸糸糸糸    海海海海」」」」33330000巻巻巻巻    伊丹伊丹伊丹伊丹文化財文化財文化財文化財保存保存保存保存協会協会協会協会    
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   田能資料館開館50周年記念特別展「田能遺跡の弥生人-田能家の人々-」展示紹介冊子 

                                  2020.11.15. 田能遺跡資料館で 

  田能遺跡の弥生人はどんな人だったのか? 周辺の遺跡を含め、出土人骨や墓にスポットライトを当てて検討 

 

mutsuo
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  参考挿入 田能遺跡・口酒井遺跡周辺 かつての猪名川河口域に営まれた弥生時代の遺跡図  

和鉄の道・Iron Road 2013「水田稲作の始まり 縄文と弥生の融合を示す田能・口酒井遺跡を訪ねる」より 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1302kuchinosakai.pdf 

                        2020.11.20. by Mutsu Nakanishi 挿入 

 猪名川東岸と伊丹空港に挟まれたかつての猪名川河口域 弥生時代の初め、弥生系と縄文系の人達が交流する数多くの集落があった 

 

 

 

和鉄の道・Iron Road 2013「水田稲作の始まり 縄文と弥生の融合を示す田能・口酒井遺跡を訪ねる」より 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1302kuchinosakai.pdf


 

「水田稲作の弥生時代は鉄器・戦さの時代 渡来系弥生人が縄文人を駆

逐して水田稲作の文化を日本列島に広げていった」と位置づけられた時

代もあったが、猪名川河口域の縄文晩期・弥生の集落群が、そんな弥生

の始まりの時代感に疑問を投げかけるきっかけとなったのが、この「口

酒井遺跡」である 

日本人の心に脈々と流れる「共に生きる心優しき日本」。コロナ禍の中で、

今の生き方を見つめなおす一助になればと。 

そんな思いも込めて、今回の田能遺跡特別展を眺めました。 

特別展展示内容全体をコンパクトにまとめ、人骨等の解析から、渡来系弥生人と縄文系の人たちが同じ集落に住んで、

新しい弥生を時代築いていったとみてとれることをまとめた貴重な小冊子。 

そのまま私の記録資料として以下に取り込み記載記録しました。              2020.11.20. by Mutsu Na 



 

  小冊子 2020年田能遺跡資料館特別展「田能遺跡の弥生人」2020.11.15. 転載資料なので取扱いご留意 



 



 



 



 



 

 

 



 



  

 


